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研究所だより ／地域の動き
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奥日待してま吾。
ダートの七。

⑮棚馬全国協会
地方競馬の収益金は、畜産の振興や馬に関する伝統行事
の保存、街づくり、学校・病院の整備などに役立っています。
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r tiJf究所だより（本文19頁～20 A 

酪農学園大学附属

インテリiジヱント牛禽研究施設

乳牛糞尿循環研究センター：バイオガス発酵タンク フリーストール牛舎精密試験棟：自動計量飼槽

乳牛糞尿循環研究センター：ガス発電装置 ミルキングパーラー（ヘリンボーン型10頭単列）

フリーストール牛舎内部 自動搾乳システム牛舎：搾乳ロボット



y地域の動き（本文35頁～3関 ~ B 

とだわ
取組み

の『村上牛』生産の
新潟県）

上記の六角形の村上牛の商標は、新潟県の雪・霜の結品の形を表し、
霜降り高級肉生産と白色による清潔感をアピールしている

村上牛枝肉共励会の様子

村上牛の産地

村上牛のすきやき
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家畜個体識別システムの
早期確立を

（標識について電子耳標の採用も視野に）

井田惰三
（いだ しゅうぞう）
富士平工業株式会社

取締役会長

平成9年度から13年度にわたり、耳標を用いた家畜個体識別システムの実用化を図る

ためのモデル実施が進められてきた。この間に得られた種々な問題点や対応策を整理し、

次なるステップに向けて、着実な準備がなされるよう期待している。個体識別システム

は、ご高承の通り、家畜に総背番号制を採用し、全国的に、その個体のデータを 一元的

に収集管理し、家畜の改良、疾病対策などに供するものである。家畜の出生から死亡ま

での定められたデータは主として農家が報告するものであるが、その負担に対して、各

所属団体からの情報やサービスが提供される。しかし、農家へのメリット還元が負担を

償っていない場合には、 このシステムの維持、発展が難しくなろう。

農家にメリットを持たせるには、その個体認識の方式を Li視による番号認識に加えて、

自動的に番号を認識する}j式を併置する必要があろう。このためには、 I Cの中に記録

された個体識別番号を読み取る）J式を備えた電子耳標が適しているのではなかろうか。

これによれば、耳標が家畜の耳に装着された状態でその番号をリーダで読み取ること

ができるので、人による番号の手書き記入の煩わしさがなく、記入ミスもない。さらに、

措置型のリーダの使用により、人の手を介さずに移動中の家畜の識別も可能になる。こ

れにより、農家においては体重計測、搾乳、給餌、仕分けなどの飼養管理作業の自動化が

可能となり、農家における作業の省力化、計測の自動化の推進が可能になる。さらに、農

家ばかりではなく、家畜市場、と畜場での省力化、自動化にも寄与することができょう。

この自動認識の方式はすでにEUでは牛などで実用化試験が行われており、 カナダ、

オーストラリアの 部ではすでに牛に対して実際に実施されている。我が同でも平成4

年以来、畜産用電子技術研究組合により、開発努力が鋭意進められ、実証テストを重ね

ている。すでに、電子耳標の中に記憶されるコード体系と通信規約も Is O規格で規定

され、世界共通なものになっており、その規格に準拠した電子耳標自身も安価で信頼性

の高いものが開発されつつある。さらに、実際に農家で使用するリーダならびに据置型

1）」ダと組み合わせた各種の自動機の製品化も進んでいる。農家に大きなメリットをも

たらす電子技術を活用した個体識別システムを確立できる技術的な条件は整ってきつつ

あるのではなかろうか。
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ルーメンバイパス
メチオ二ン製剤の利用による

足立憲隆
（あだち のりたか）

茨城県畜産センター
（現畜産草地研究所
家畜育種繁殖部）

乳生産の効率化と
窒素排池量の低減

1 .はじめに

乳牛では、飼料中の蛋白質が！反努胃内で微

生物蛋白質に変換され、これが主要な蛋白質

源となっている。しかし、高泌乳牛では、蛋

白質の要求量が特に高いので、乳汁中の蛋白

質の供給源には、この微生物蛋白質だけでは

不十分である。そこで、不足する蛋白質を補

うため、第一胃内で分解されずに通過し、下

部消化管で消化吸収される「非分解性蛋白質」

が必要とされている。そして、乳量が増加す

るにつれて、非分解性蛋白質への依存度も増

すことが知られている。小腸にまで達する蛋

円質は適当な量的バランスのアミノ酸から構

成されている必要があることや高泌乳牛で、は

メチオニンが第 1制限アミノ酸である場合が

多いことが解明されている。このように、乳

牛の蛍向質栄長に関する研究はアミノ酸レベ

ルの要求量を検討するまでになっている。

茨城県が主査となり、全同10ヵ所の畜産関

連の試験研究機関が参加して「乳牛の分娩前

後の飼養法に関する研究」を大きなテーマと

した協定研究が行われている。この研究にお

いて、アミノ酸組成に優れ、ルーメンバイパ

ス率の高い蛋白質飼料である魚粉を添加した

2 

飼料の給与により、乳量と乳成分量が向上す

る効果が示されている。魚粉にはメチオニン

やリジンが多いので、これらのアミノ酸が栄

養的に補われ、生休内での乳生産が増進する

と考えられる。しかし、魚粉は動物性飼料な

ので変敗しやすく、良質のものを選ぶ必要や

添加呈が多いとl帯好性が劣る欠点がある。－

}J、第 1制限アミノ酸であるメチオニンをル

ーメンバイパスメチオニン製剤として、飼料

に添加した試験が内外で行なわれているし

かし、その効果については、まだ、結論が得

られていない。その理由として、試験によっ

て、供試牛の泌乳ステージ、乳量および給号

飼料成分が違うので、アミノ酸の充足程度が

異なるためと＃えられる。

今凶、本協定研究において、メチオニンが

制限アミノ酸になっている可能’性が高い時期

の分娩前の移行期から泌乳最盛期までに焦点

を当て、メチオニン製剤添加飼料の産乳と繁

殖における効果および蛋白質の利用効率を横

討したので、その概要を紹介する。

2.材料および方法

供試午は全国10ヵ所の畜産関連の試験研究

機関で飼養されているホルスタイン種の雌牛

t首席t支持12001年10!1号



ぽぺ82ffJU!Jいたι 供J式’ドの、｜ξ均能）JはJギ：次

~： 2.6産、補 1E乳；itが8.874kg、乳JJ行中が

以%、乳蛍l'l'.t1本が3.19%であった

試験は2年間にわたってわ・い、 I｛ド次d験は

斤オニン｜反22頭、無添）Jllf)Z 19頭、 21r次：式

~Iiメチオニン l.i(2l~fi、無添加区201if［を m し、

': l年次と2年次はf1i］じぷ験設計で、行なった。

場期間は分娩予定日の4週間1)ljから分娩後

14週間としたの繁前成績については分娩後20

射で調査した

！レーメンバイパスメチオニン製剤は数社か

う市取されているが、今回はDL－メチオニン

』；%製剤（ l l本W述製ラクテットSP）を川

北 ι朝の創平：｜給与時に試験牛 11ifiあたり、

：の製剤の20gを飼料の kにi尽力II（トップド

~;z, ）して、その全J11 を摂取させた。

メチオニン！ベと無添加｜反にはlnl・制料、す

2わち、チモシ一位市とアルフアルファへイ

キューブおよび配合制料をTMRの形態で給

与した（長1、2）《 なお、泌乳WJの創料＂ Iの

拍11波l支は第1年次試験では14.6%、2年次

主1 給与飼料割合 DM% 

単昧飼料 分娩前 Z記事L期
チモシー乾草 45.5 26.0 

ヘイキューフ 24.5 14.0 

とうもろこし 大変 17.8 35.6 
ふすま 1.0 2.0 

：ーノヲJI，テンフィード、積蜜、ビートパルプ 1.7 3.4 

主豆粕 3.7 7.4 

時実ルーサンベレ＂／ト、大豆皮 5.5 11.0 

量カJI-ンウム、ブロピオン厳ナトリウム 0.3 0.5 

l2給与飼料の成分組成 OM% 

項目
1；年次 2年次

“‘ー
分娩前 泌乳朔 分娩前 泌事L剣

CP 12.6 14.6 15.3 16.0 
明P'CP 31.7 35.5 30.8 34.7 
FAT 2.0 2.9 2.6 3.5 
~FC 31.4 39.9 26.4 36.9 
~DF 47.4 36.9 48.7 37噌6
TON 66.7 74.9 66.7 74.9 

宇は分析｛直、ただしTDNは計算値

‘』

試験は16.0%であった

体重、飼料摂取泣、乳託、乳成分は毎週 1

＇＂＇測定した 。保血は試験開始時、分娩直後、

分娩後3週uと7）国tJに行い、採血時刻は朝jの

飼料給与から6時間後の午後1時頃とした 検

作項 fjは血紫ljIグルコース、 BUK、N'EFA、

カルシウム、無機リン、アミノ際とした。ル

ーメン液は分娩後3週nと7週日に、同カテー

テルをmいて保l{X.し、 pH、VFA、アンモニ

アについて検作したラ

繁殖に関しては、分娩後の発的同州日数、

初［111.f受精までの IJ数、受胎率、分娩時の胎子

体位や付！f二の状態から判断した分娩異常のイ1‘

無、肝；盤停滞、 j｝王子の生fl寺体重を調任したd

データの分析は、第1年次試験と2年次試験

の泌乳期制料ljIの蛋「1質濃度が異なっている

ため、各年次の誠験について別々に行なったc

3.結果および考察

1 ）産乳に及ぼす影響

l年次の！主総では、、｜ι均乳量はメチオニン

[.iくが40.3kgEl、無i：添加灰が36.2kg／日でメチ

オニン区（P<0.01）が多かった（表3) 乳脂

不はメチオニン医3.84%、無添加区3.91<¥i、手し

蛍白11本はそれぞれの灰が3.07%、3.09°oでLあ

り、ともに両区間で庄はなかった。乳脂；止は

メチオニン区がl.5lkg,11、無添加区l.40kg/

円、乳蛋(J'.l't＠：はそれぞれのr＞くが1.23kg,!I、

l.lOkg Fl (P<0.01）で、ともにメチオニン

医が多かった 乳中の尿素含量はメチオニン

区が23.8mg,dl、無添加｜〉くが25.lmgidiでとも

に中程度であった

乾物摂取世には｜同医間で大きな追いがない

ので、メチオニン添加によって乳生産効本が

大きく改善されたと考えられた。

2年次の成績では、平均乳量はメチオニン

区が37.5kg／口、無添加医が39.0kg／日で無添

3 



加｜メ：がやや多いが有志；な是で、はなかった 乳

脂率はメチオニン区が4.23%、無添加l正が

3.98%、字Li長内質率はそれぞれの Ix~が3.15% 、

3.06%で、ともにメチオニン区がやや向かっ

た（P<0.10）。乳脂長と乳蛍L'J11 i[l：は両区間

での長はなかったリ乳中尿素はメチオニン｜ベ

が21.lmg/dl、無添加i丘が26.0mg,diでともに

rj I杭！支であったっ体細胞数では｜可区間の芸は

なかった1 メチオニン医と無添}JlJrx~の乳ほと

乳成分：，（：がほぼ等しいことから、メチオニン

を添加しても生体内の乳介成機能には差がな

かったと 4－えられる したがって、 CP濃度

が16%とl白い場合には、メチオニンが制限ア

ミノ酸である可能性は少なく、メチオニンを

添加しでも効果は期待できないと4苦えられた

ルーメンバイパスアミノ般製剤の飼料添加

により、飼料巾の蛋向質合日が節約できるこ

とや乳蛋n!1G'cが増加することが期待されて

いる ルーメンバイパスメチオニン製剤の投

う試験では、乳量が増加した成績や乳量は変

化しないが乳蛋白質ネが向上した成績が報持

され、北験結果が・定していない。この理rt1

は、それぞれの試験によって、供試牛の乳泣や

泌乳ステージが異なるのでそのUj:のエネルギ

ー充足度に速いがでる そこで、第・胃内に

おける微生物タンパク質の合成征が異なるの

でアミノ酸の充足度がぱらついたり、あるい

は、給与飼料における蛋向質原料の質的な差

表3 産乳成績（14週間）

項目
1年次 （CP14.6%)

メチオニン区 無添加区

体重 kg 655 610 

乾物摂取量 kg/8 22.6 21.6 

乳量 kg／日 40.3 36.2 

乳』旨率 % 3.84 3.91 

事L脂量 kg／日 1.51 1.40 

撃し蛋白質率 % 3.07 3.09 

乳量白質量 kg／日 1.23 1.10 

乳中尿素 mgidl 23.8 25.1 

体細胞数 千個／ml 24.0 36.8 

賓素排；世量 gl日 335 334 

統計処理は対数変換した数値により実施

4 

により、制限アミノ酸が－定しないためと考

えられる 今lnJの，式験において、 CP漉度が低

い時はメチオニン添加により、乳j止と乳成分

計は明加したが、字Lli.X:分半は変化しなかった

－方、 CP濃度が16°0と高い時にメチオニンを

添加すると、2しむはやや低かったが、乳成分；事

が高くなり、乳成分i止は変わらなかった

バイパスアミノ酸製剤添加による乳生産性

改詐効＊の検証のためには、アミノ離の要求

1止を 1Ef{tlこ矢IIる必要がある 特に、乳牛では、

第 a 円内の微生物蛋内質の合成Iii；、生体の7

ミノ般要求；止、泌乳期などによる影響を卜分

に4考慮する必要がある

実際に乳生産性を改善する場合には、まず、

第一円｜勾で分解される蛋白質の必要泣を供給

して、微生物の増航能力を最大限に発揮させる

ことカf重要である さらに、給与する飼料にア

ミノ酸を添加して非分解性蛍｜’l質を補強すれ

ば効果があると忠われる。礼午のアミノ酸合

成泣の推定にはコーネルモデルが参与になる

2）窒素排j世量に及ぼす影響

バイパスアミノ酸による効果に窒素排世量

の削減がある 今｜口｜の試験において、 i年次

のCP濃度が低い制料を給与した試験では、

窒素排前世はメチオニン医は335gで低かっ

たu ・方、 2年次のCP濃度が高い飼料を給う

したi試験の雫素排推量はメチオニン区と無添

加医においてそれぞれ395gと412gとともに2

OM% 

2年次（CP16.Q%,

p メチオーン区 無添加区 p -
＊ 646 655 NS 

＊ 23.1 23.5 NS 

＊本 37.5 39.0 NS 

NS 4.23 3.98 NS 

NS 1.57 1.53 NS 

NS 3.15 3.06 NS 

＊＊ 1.17 1.18 NS 

NS 24.1 26.0 NS 

NS 41.0 40.6 NS 

NS 395 412 N~ 

ホP<0.05.本本p&01

f.i Pf技術説的l年10!1•I 



割近〈多かった しかし、乳蛋円質の生産E

J、以kの3［正では［i:i］じであったU このこと

川、低蛋｜’l飼料を刷いてもメチオニンを添

すれば、生産性の低ドを招くことなく、空

割問 ~1：：を低減で、きる nf能性がある。

3）血液とルーメン液に及ぼす影響

ルーメンノくイパスメチオニン製剤を飼料に

唱したときに、乳牛の血築qrのメチオニン

度が仁井することが報告されている 今川

町試験においても、メチオニン添加飼料を給

与した乳牛の血紫1[1のメチオニン濃度は約

10%上昇したm しかし、メチオニン灰と無添

加区の聞にリジン濃度、血液性状、ルーメン

積成分の値には庄がなかった。

4）繁殖成績に及ぼす影響

l年次の成松で、は、メチオニン区と無添加

区の発情回帰日数と初回授精日数には差がな

がった．受胎〉十tはメチオニン医が47.6°＜＞、無

－~IJD区が57.9%で、メチオニン l丘がやや低かっ

た去4) ・方、 2年次の成績ではメチオニン

同発情［nj帰日数と初同授精口数がやや長か

ったが、受胎準ではI両区間に差はなかった

分娩時の異常は 1年次の試験において両灰

.:1例づつあったr 2年間の試験を通して、胎

E停滞はそれぞれの区で1～4例、繁殖陪芹も

問題胞がそれぞれの区で3～4例発生したが、

hずれもメチオニン添加と関係はなかった。

峨期間と産子体重は両区間で、差がなかった

純性発情牛におけるルーメンバイパスメチ

にン製剤の投与により、初回授精日数と受

口開（20週間）

項目 1年次（CP14.6%) 2年次（CP16.0%)

、i冊－回－帰日数
メチオニン区 無添加区メチオニン区無添加区

日 55.2 59.3 55.0 48.5 
1自慢楠日数 日 75.4 76.6 68.5 59.4 
受胎率 % 47.6 57.9 57.1 57.9 

異常発生率 % 4.6 5.3 。。 。。
量博鴻発生率 % 13.6 5.3 4.6 19.1 

理竺竺% 14.3 15.8 18.2 14.3 

胎までの口数が短縮することが報告されてい

る しかし、今fn］の試験では、メチオニンK

と無添加厄の問に、発情回帰日数、初凶J受精

「l数、受胎卒、 JJfJ盤停滞および繁殖障害発生

窄に差はなく、繁殖成絞に関してはメチオニ

ン製剤添加飼料の給与の効果は明らかでなか

ったυ

4.おわりに

今回の試験成績から、ルーメンバイパスメ

チオニン製剤の添加により、低蛋向飼料の利

用や乳生産を維持しながらの宅素排池fll：低減

の可能性がぶされた 乳牛において、ルーメ

ンバイパスメチオニン製剤の添加飼料の給与

が実際に効果を発揮するのは、メチオニンが

不足している場合である したがって、給与

飼料中のエネルギーと蛋白質を正確に評価を

した上で、アミノ酸が不足している場合に使

用すると効果的である

多くの試験午と長い期間を要する研究では、

1場所で対応できない 全国の10場所が参加

して、 2年間にわたり、延べ82頭の供試午を

用いた本協定研究で蓄積されたデータはrr重
なものである さらに、分娩前後の移行期に

おける飼料中の蛋白質の適切な含量について

の研究を推進する予定である

なお、本研究の詳細は茨城県畜産試験場研

究報告の第29号（2000）に掲載されている

共同研究者

宇田モリjI、小林宏チ2、阿郎1E彦九日間近則1、

稲葉 i1均三林 {f6、藤井治利7、瀬／，（，背封1]8、野 ~fJ

敏道9、 ir~·水正ra10、野lド九t 子JI、寺田文典II

(1茨城県音声Eセンタ一、 2－：：；城県高産試験場、 3悩島

県吉産試験場、 4J有印；~J!!l業総合研究所合注文所、 5

静岡県畜産試験嶋、 6岐阜県高産研究所、 7京都府市

産研究所、 8.f.~取県南院試験場、 9熊本県南派研究所、

10全酪連飴CJ:研究所、 11否定草地研究所）
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肥育豚での
窒素排池量低減技術における
アミノ酸要求量の重要性
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l ＇はじめに

国内の豚飼養頭数は990万頭で横這い状態

であるが、 1戸吋たりの飼養頭数は着実に増

加している。特に、全同の豚飼養頭数の33%

を占める九州、｜・沖縄地域では、 1戸当たりの

豚の飼養頭数が、F成元年には264顕であった

のが、平成11年には853頭と急激に増加して

いる。こうした大規模化の進展は糞尿の局地

的な集中につながり、それに伴う環境問題の

発生が懸念されている。畜産業ーから排出され

る環境負荷物質の中でも、窒素は富栄長化に

よる水質汚濁や硝酸性窒素による地下水汚染

の原因となりうるため、その排出規制が強化

される方向にある。具体的には、平成10年10

月の水質汚濁防止法の一部改定により、畜産

農業に関わる窒素排出基準は、最大値700

（日間平均航350) mg/Lから 260 (200) 

mg/Lに引ドげられた。 しかし、この規制値

は一般基準 (120(60) mg/L) より嵐制の

緩い暫定基準であり、平成15年には、見直し

が予定されている。また、平成11年2月には、

硝酸性窒素が環境基準項目に追加され、これ

を受けて水質汚濁防止法施行令が一部改正さ

れて平成13年7月1日に施行された。このよ

6 

うな情勢に対応して、畜産農家からの窒素排

出量を減らすためには、汚本処理過程で排水

lj Iの窒素濃度を下げる方法と栄長管理の精管

化により家畜体内から排出される窒素量を低

減する方法が孝えられる 本稿では、後者に

関して、豚からの窒素排i世量低減技術の原理、

実験例、日本飼養標準のアミノ酸要求量およ

び窒素低減飼料の給与における留意点につい

て紹介する。

2.窒素排j世量低減技術の基本的芯
考え方と窒素排池量低減飼料の

設計方針

家畜が正常に発育し、生産を行うためには、

飼料から蛋白質を摂取する必要がある。家音

体内では、摂取された蛋向質はアミノ酸にま

で分解され、吸収されて体蛋「l質の合成など

に使われるが、余剰なアミノ酸のアミノ基は

最終的に尿素として尿中に排池される。これ

を窒素代謝の観f川、ら示したのが図lで、ある

通常の飼料を豚に給与した場合の尿と糞中へ

の窒素排池量は約3:1で、尿Itiへの排i世量が

多い。これらのことから、豚体内からの窒素

排j世国：を減らすためには、筋肉など体蛋白質

の合成（窒素の体内蓄積）に必要とする量以

商店E技術 200Jlfl0月号



lの過剰なアミノ酸（蛋白質）の給与をでき

bだけ避けることが、その基本的な考え方と

tるd

1上記の基本的な考え)jを実際に飼料の配合、

給与へ反映させるためには、第 1にアミノ酸

要求量を的確に把握する必要があり、第 2に

できるだけアミノ酸要求量に近い（過剰なア

ミノ酸の少ない）飼料を配合して給与する必

要がある。

以下に第 2の点について解説する。図2に

調科中の粗蛋向質（CP）含量が異なる飼料

の必須アミノ酸含泣を、アミノ酸要求量に対

する割合で示した 通常の飼料では、多くの

場合に、穀類や大豆粕などの飼料原料に由来

するアミノ酸で要求量が満たされている（要

”。

''" ま
量
正200引

封；削
充
足1師

事

H珂

内の数値は窒素懐取量を100%としたときの相対値

図1 CP14%飼料を体重SOkgの豚に給
与したときの窒素代謝量 （g／日）

主主 j ~ f t占 Z 至
宝 t

• CP¥6%飼料口 CP¥4%問料口町酸欠乏飼料 田 添加結晶1'1酸

図2 飼料中CP含量の低下にともなう
過剰lアミノ酸の削減

也』

求量に対する充足率は100%以上、 CP16%飼

料を参照）。飼料中のリジン含量が要求量に

一致するまでCP含量を下げても、他のアミ

ノ酸は要求量を上回っている（CP14%飼料

を参照）。さらに、飼料lドのCP含量を下げる

といくつかの必須アミノ酸含量が要求量を下

回り、アミノ酸欠乏飼料となる。必須アミノ

酸が不足した飼料を給与すると、豚の発育速

度が遅くなり生産性が低下する。この様に飼

料中CP含呈ーを低下させた場合に、豚で欠乏

しやすい必須アミノ酸はリジン、 トレオニン、

メチオニン（含硫アミノ酸）、 トリプトファ

ンであるが、これらのアミノ酸の結晶は飼料

添加物として認可されている。低CP飼料に

欠乏するアミノ酸を添加してアミノ椴要求量

を充足させることにより、豚の発育を回復さ

せることは可能で、ある。このような低CPア

ミノ酸添加飼料では、飼料中のアミノ酸組成

は要求量に近づき、要求-flを上回る過剰なア

ミノ酸が削減されるために、これに応じた窒

素排池量の低減が期待できる。以ドに、この

ような設計で、どの程度の窒素排j世量低減効

果が期待できるのかを明らかにするために著

者らが行った試験結果を示す。

3.低CPアミノ酸添加飼料によ

る窒素排j世量の低減効果

トウモロコシ、麦ヌカ、大豆粕でアミノ酸

要求量を満たしたCP14.0%の飼料（対照飼料）

を調製した。一方、低CPアミノ酸添加飼料

（窒素低減飼料）として、イソロイシンとパ

リン含量がそれぞれの要求量にほぼ』致する

ように大豆粕の配合割合を減らしてCP含量

を低下させ、不足あるいは不足する可能性の

あるリジン、メチオニン、 トレオニン、 トリ

プトファンについては、 それぞれの要求量を

満たす ように結晶アミ ノ酸を添加 した
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CPl0.8%飼料を調製した。試験開始時の干均

体重が75kgのLw D雌豚4頭を2頭ずつの2群

に分け、対照区と窒素低減区に割り当て、代

謝ケージに収容した。2種類の飼料をクロス

オーノ〈一法にしたカ古って、 H明ion間で2期に

わたって白山摂取させた。前下5日間を馴致

期とし、後半の5日間に全糞尿を採取して窒

素出納を測定して窒素低減効果を検討した。

窒素出納の結果を去1に示す。窒素低減区

では対照区より窒素倶取量は少なかったが、

窒素蓄積量は同じであり、尿中窒素排i世量が

10.lg／日（35%）少なかった（P<0.01）。こ

れは、窒素低減区では過剰なアミノ酸が削減

されているため、吸収後利用（蓄積）されず

に分解されるアミノ酸が少なかったことによ

るものと考えられる。このことは、吸収され

た窒素の蓄積率が、窒素低減区で10.4%高い

(P<0.05）ことに示されている。窒素低減区

で窒素摂取量が少ないにもかかわらず、両区

で糞中への窒素排池量には差がなかった。そ

の理由は、窒素低減飼料では、大豆粕に比べ

てCP消化率の低いトウモロコシの配合割合

が増加し、窒素低減飼料でCP消化率が低く

なった（83.6%対85.4%）ためであると考え

られる。糞および尿中への窒素の総排推量は

28%低減された。増体量、飼料摂取量、飼料

表 1 肥育豚の窒素出納成績

窒素低減区対照区 相対値 SEM 

重量繁出納（g/d)

摂取量＊ 51.8 62.5 83 1.33 

蓄積量 24.5 24.5 100 0.94 

尿中排j世量＊＊ 18.8 28.9 65 0.25 

糞中排；世量 8.5 9.1 93 0.23 

総排；世量＊＊ 27.3 38.0 72 0.43 

吸収窒素蓄積率，%＊ 56.9 46.5 127 1.16 

発育成績（10日間平均）

飼料摂取量， gJd 2997 2823 106 43.3 

増体量曾g/d 975 1013 96 36.4 

飼料要求率 3.07 2.81 109 0.08 

注）相支折直：対照区の成績｛100%）に対する窒素低減区の成績の割合

＊‘＊＊・商飼料区間に有意差あり（＊・ P<0.05‘＊＊・ P<0.01)

8 

要求率は、 10日間と短期間であったが、両区

に有意差は認められなかった。

4.日本飼養標準・豚におけるア
ミノ酸要求量算定式の利用と
留意点

豚体内からの窒素排池量を低減する技術は、

過剰のアミノ酸給与を避けることが基本原理

であるため、設計した飼料が実際にはアミノ

酸欠乏飼料であったという設計ミスを犯さな

いように細心の注意が必要となる。過剰のア

ミノ酸給与を避けるためには、第 lにアミノ

酸要求量を的確に把握し、第 2にできるだけ

アミノ酸要求量に近い（過剰なアミノ酸の少

ない）飼料を配合して給与する必要があるこ

とはすでに触れた。第2の点についても説明

を行った。第 1の点については、日本飼養標

準・豚I）の「 1口：当りの養分要求量の算出方

式」に示される算定式を、適切に利用するこ

とが重要で、ある。アミノ酸要求量（ g 日）

は、増体lkg当たりに必要とする可消化（回

腸末端までに消化吸収される）リジンが17.3

gであることに基づき算出される。そのため

に、最終的に飼料設計で必要となる飼料中含

量としてのアミノ酸要求量（%）を算出する

ためにも、どの発育ステージで 1円増体量が

何kgで、あるかという正確な情報が必要とな

る。実際の増体量が、飼料設計時に想定した

期待増体量よりも大きかったため、窒素排j世

量低減飼料がアミノ酸欠乏飼料となった実験

例が報告2）されており、アミノ酸欠乏飼料の

給与によって豚の体脂肪は過剰に付着するυ

日本飼養標準1）ではリジン以外のアミノ酸

の要求量は、リジンに対する各必須アミノ酸

の特定の比率（必須アミノ酸の理想パターン）

をリジン要求量に乗ずることによって算出し

ている。日本飼養標準の1998年版j）で、は最新

畜産技術 2001年IO月号



知性別の蛋白質・脂肪蓄積量およびエネルギー・リジン要求量の算出例

体重 期待増 蛋白質蓄積量 脂肪蓄積量 脂肪蓄積量／ D E要求量 リジン リジン／DE

体量 (g／臼） (g／日） 蛋白質蓄積量 (Meal／臼） 要求量 (g/Mcal) 

ikg) (kg／日） 去勢 雌 去勢 雌 去勢

50 0.80 107 116 222 201 2.1 

70 0.85 111 124 292 253 2.6 

90 0.85 109 125 342 287 3.1 

110 0.85 108 125 389 318 3.6 

1日本飼養標準・豚 （1998年版）1 より一部抜粋

の情報を取入れ、メチオニン＋シスチン、 ト

レオニン、 トリプトファン、イソロイシンの

リジンに対する比率が、前版 (1993年版）に

比較して、全て高い値に見直されているので、

これらのアミノ酸が欠乏しないように、 1998

年版の数値から算出されるアミノ酸要求量を

満たすように飼料を配合設計する必要がある。

さらに、肥育豚の1日当たりの増体量、蛋

自質蓄積量、脂肪蓄積量には性差があるため、

7ミノ酸要求量も性により異なる点に留意す

b必要がある。不断給餌条件下では、去勢豚

は雌豚より飼料を多く摂取するようになるた

めに、増体が速まるが、蛋白質蓄積量は少な

し脂肪蓄積量が多い。そのため、アミノ酸

リジン）要求量（g/McalDE）は、 日本飼

養標準I）に示されるように、去勢豚より雌豚

で高い値となる（表2）。しかし、この表では

E自質および、脂肪蓄積量の違いによるエネル

ド要求量の違いは示されているが、蛋白質

蓄積量の違いがリジン要求量（g／日）の違

いに反映されていない。蛋白質蓄積量が多け

れば、リジン要求量（g／日）が高くなるは

fであり、雌豚のリジン要求量（g/Mcal

DE）は表2に示されるより高いことが予想さ

れる。窒素排j世量の低減技術をより確実なも

のとするためには、蛋白質蓄積速度の違いを

臓で、きるアミノ酸要求量の算定式が必要で

ある。

ー』

雌

1.7 

2.0 

2.3 

2.5 

去勢 雌 (g／臼） 去勢 雌

7.10 6.91 16.3 2.29 2.36 

8.88 8.49 17.3 1.95 2.04 

10.26 9.66 17.3 1.69 1.79 

11.54 10.75 17.3 1.50 1.61 

5‘アミノ酸要求量を満たしてい
ても脂肪が過剰に付着する可

能性について

窒素排j世量低減のための低CPアミノ酸添

加飼料を豚に給与した場合、過剰なアミノ酸

の給与を減らしたことにより、エネルギーが

節約されて脂肪蓄積に向けられることを

Nobletら3）が報告している。その結果を要約

すると、低CPアミノ酸添加飼料を給与した

豚では、尿中へ排他される窒素化合物の減少

により 7.07(kcal g窒素）のエネルギーが

節約され、蛋向質代謝にともない生産される

発熱量の減少によって11.55(kcal/ g窒素）

のエネルギーが節約されていた。つまり、可

消化エネルギー（DE）摂取量と窒素蓄積量

が同一の場合、低CPアミノ酸添加飼料の給

与により、尿中への窒素排推量が 1g低減さ

れるごとに、 18.62kcalのエネルギーが節約さ

れ、脂肪蓄積に向けられることになる。この

節約エネルギーは、古谷ら2）の実験データ

（山形県のデータ）をもとに試算すると、育

成～肥育期（30～105kg）の対照区と低CPア

ミノ酸添加区との尿中窒素排池量の差が

1,260gで、あることiJ、ら23,461kcalとなる。こ

れがすべて脂肪蓄積に向けられたと仮定する

と、 l.64kgの脂肪蓄積増加となり、日本飼養

標準l）の式から算出される体重105kgの豚の

標準的な体脂肪量（28.02kg）に対して、
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酸要求註算定式の精密化および系統ごとに豚

のアミノ酸要求量を的確に把握するための研

究、アミノ酸消化率を考慮したアミノ酸給う

の精密化、脂肪蓄積抑制技術、脂肪蓄積量の

より少ない豚の育種など、さらなる研究の進

5.9%の体脂肪増加になると推定される

これまで

まとめ

豚からの窒素排j世量低減技術は、

積み重ねられてきたアミノ酸要求量の研究を

6. 

展が必要である。

参考文献

1 農林水l宅技術会議事務局：日本島］去を標準・豚，

中央斎産会 (1998)

2.市谷 fl参ら 円豚会誌， 34, 15 21 ( 1997) 

3 . Noblet. J.. et al. : ]. Anim. Sci .. 65. 717-726 (1987) 

基盤とした応用技術であり、ほほ完成した技

術である。 しかし、低CPアミノ酸添加飼料

の給I壬による脂肪蓄積量の増加は、枝肉（豚

肉）の格付（価格）低下に結びつく可能性が

この問題を解決するためには、 アミノある

号;...y「P「P「""'rγヘrべ「「戸、Pベf「P旬、fへf「Pヘf「Pヘf「〔f「Fべfべ「「〔rv「f内「べf「r-v"'r、＇./""V「"'V「〔「「P，、f～〔f「〔rγγべfベハ門i"V
..・..................................................................................

BRAINテクノフォーラム

「ヒトゲノム研究の新展開と今後の家畜ゲノム研究戦略J
開催のお知らせ

催 ：生物系特定産業技術研究推進機構、 IJt;畜産技術協会

援 ：農林水産省

賛： （初農林水産先端技術産業振興センター（ STAFF)

時 －平成13年10JJ 9 11 （火） 13: 00～17: 00 
所 ：虎ノ門パストラル新館 11併鳳l瓜の問束

東京都港灰虎ノ門4-1-1 TEL : 03-3432-7261 

主

後

協

日

場

講演内容および‘講師 （同時通訳付）

1 ）ヒト Es Tのマッピング： GeneResource Locator Project 

森下 兵一（東京大学大学院新領成創成科学研究科助教授）

ヒト完全長 CDN Aとゲノム研究

背野 純夫（東京大学院科学研究所付属ヒトゲノム解析センター助教授）

3）ヒツジ、Callipyge（筋肉情増形質）の解析： Comparativesequencing of a 250 kb new imprinted 
domain reveals six co-r巴gulatedimprinted genes whose expression levels are a任巴ctedby the 
clpg mutation 

Carole Chartier （ベルギー ・リェージ、ユ大学助教授）

4）米同J;:J;務省における家畜ゲノム研究の現状と展望： CurrentStatus and Future Perspective of 
USDA-ARS Livestock Genomics Research 

Steven Kappes （米国 ・民務省肉畜研究センタ一所長）

総合司会

東保

2) 

東京大学大学院農学生命科学研究科教授英昭

字卜

お申し込み方法 FAX、e-mailまたは郵送にてお名前、勤務先、所属、住所、お電話喬号をお知らせ

ください。なお、準備の都合上、お申込み ・キャンセルは10月2円（火）まで‘にお願

いいたします。お申し込みは定員になり次第締め切らせていただきますので、予め

ご了承ください。

参加費 ：無

私
ワ

。
ー店

守l
 

n川
U

A
U
 

勾
F
U
F畜産技術

お申し込み先 ：〒105・0001
東京都港区虎ノ門3-18-19 虎ノ門マリンビル10階
生研機構企阿部企岡第 1課（西元、稲田、中里）

TEL・03-3459-6565 FAX : 03-3459-6566 
e-mail : kikaku@tokyo.brain.go.jp 
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高橋清也
（たかはしせいや）

畜産草地研究所

家畜育種繁殖部

クローン研究の
最近の進展：
クローン動物の
正常性と異常性

体細胞クローン動物の研究は、優良家畜の

複製による増殖、クローン牛検定による家畜

の改良増殖への応用、希少動物の遺伝資源保

存および形質転換動物の作出などを目的とし

て行なわれている。体細胞クローン牛は、

1998年の近畿大学の研究グループによる 「の

t、かが」の成功に続き、国内だけでも、半

世13年3月末までに222頭（農林水産省

http://www.s.a旺rc.go.jp/docs/ sen tan/intro/ 

entryclone.htm）が出坐し、平成11年の調査

開始以来、半年に約50頭のペースで増加して

ゆ。牛以外の家畜では、旧農林水産省畜産

式験場でヤギとブタの体細胞クローン動物が

誕生し、研究対象動物の範囲は拡大している。

本稿では、体細胞ク ローン牛誕生以降に実施

きれている様々な試験の結果と国内外の最近

の関連研究について概説する。

1 .クローン牛の生理学的機能に

ついての調査

1998年の体細胞クローン牛誕生以来、体細

胞クローン牛の生理的機能について、検討が

続けられている。鹿児島県肉用牛改良研究所

では、生産されたクローン午について、定期

的な血液学的検査と血液生化学的検査を実施

してきた。その結果、 一部の牛における出生

l直後の赤血球減少症以外には、異常は認めら

れなかった。その後の増体や発育についても

異常は認められなかった。鹿児島県、大分県、

石川県および家畜改良センターなどで育成さ

れているクローン午では、雄、雌ともに正常

な繁殖性を有することが確認され、それぞれ、

次世代の産子がえられている。これらの次世

代産千においては、クローン牛を妊娠した受

目玉牛に見られるような流死産や生後直死の多

発は認められていない。鹿児島県では、クロ

ーン牛の発育試験と並行して、クローン牛の

肥育試験を実施している。これまでに、 3頭

の肥育試験が完了し、と畜時における検査に

おいて、通常の肥育牛と比較して、著明な異

常は認められていない。これらの調査結果に

ついては、 H本畜産学会や日本獣医学会など

で発表されている。

2.流死産の発生と病理所見

体細胞クローン動物の生産において、もっ

とも重大な問題は受匹午における妊娠中の流

死産の発生や誕生した産子の死亡である。体

細胞核移植匪を移植すると、 40日後までは30

～40%の受匪牛が受胎している。その後、多

くの牛が臨死滅、流産などにより、妊娠が中

断され、分娩にまでいたるのは妊娠牛の約3

割であった（図）。また、出生した産子にお

11 



頭

25 

20 

15 

10 

40目 60目 90日 120日 160目 200目 2初日分娩生存

妊娠日齢など

平成9年度と10年度に行った体細胞核移植妊の移植試験の結果．
ドナー細胞の種類は牛胎子由来線維芽細胞・成牛由来線維芽細胞・
牛卵丘細胞

図 体細胞核移槌~の受胎後の妊娠経過
（畜産草地研究所家畜育種繁殖部の成績）

いても、約半数が1週間以内に死亡した。そ

こで、全国の試験研究機関などから流死産胎

子や死亡した新生子牛などのサンプルを提供

してもらい、家畜衛生試験場（現動物衛生研

究所）において病理学的な解析をしている。

これまでに、 100例近いサンプルについて検

討した結果、流産例で、の胎盤異常、過大子で

の線維芽細胞の増生のほか、免疫不全、甲状

腺のコロイド形成不全、骨格筋の変性や異常、

！隣帯・臓血管の異常などが認められている。

これらの所見はすべての検体に認められるも

のではなく、また、その出現にも何らかの傾

向は見られていない。今のところ、これらの

異常所見とドナー細胞の種類や核移植の方法

などとの関連は認められていない。さらに、

この病理学的解析を継続し、発生の多い胎盤

の異常、過大子の線維芽細胞の増生、免疫異

常などの発生要閃を解明する必要がある。

3.体細胞クローン動物における
DNAメチル化に関する知見

体細胞クローン牛における過大子や流死産、

新生子牛の死亡などの様々な異常の原因は明

らかではないが、体細胞核移植後の目玉発生や

胎子の発育において、遺伝子発現に異常が生

12 

じている可能性が報告されている。造伝子発

現の異常が生じることには 2つの原因が考え

られる。ひとつはゲノムレベルでの異常であ

る。細胞培養技術が発達したとはいえ、その

体外培養環境は生体（内）に比較すると不十

分である。 ドナー細胞となる体細胞の培養時

や初期匹の体外発生培養時に、様々な要因に

よってDNAの塩基配列に異常（変異）が生じ

る頻度が高くなる可能性がある。この変異が

蓄積し、正常な目玉発生をするのに必要な遺伝

子の発現に異常が生じた場合には、正常な匹

発生が妨げられて、脹発生が停止する。もう

a つは遺伝子発現の調節異常であるo匹発生

における遺伝チの発現は、ハウスキーピング

遺伝子と呼ばれる細胞の生存活動に必要な遺

伝子のほかに、細胞・組織の分化や機能発現

のスケジ、ュールが載っている時間軸上の正し

い部位で、必要な遺伝千が正確に発現する必

要がある。遺伝子発現の調節はDNAのメチ

ル化のような DNA鎖の構造によるもの、

DNA結合タンパク質であるヒストンのアセ

チル化のように染色体上の高次構造に関わる

もの、遺伝子の転写レベルでの調節、翻訳レ

ベルでの調節などにより行われている，

DNAのメチル化は晴乳動物の発生に重要な

意義をもっゲノムのインプリンテイング（刷

込み）にも深く関与している。最近、核移植

匪やクローンマウスにおけるDNAのメチル

化についての報告が相次いでなされた。

時乳動物を含む多くの真核生物のゲノム

DNAはメチルイヒによる修i飾がなされている。

この修飾は5'-CpG-3’の 2塩基配列のシトシン

( c）にメチル基が付加されることによって i 
起こる。脊椎動物の体細胞ではCpG配~ljのω
～90%がメチル化されている。受精からllE発
生に進む時の卵細胞におけるメチル化のパタ

ーンをみると、受精直後にはDNAは脱メチ

省産技術 2001年JO月号



qtにより、低メチル化状態になっている d

fの後、発生の進行にともなってメチル化さ

tlていく Kangらl はウシの休細胞、体細

点移植佐および体外受精由米駐をJ-11＼，、て、

ウシゲノム上でCpG に富むSatelliteI部位

のメチル化のパターンを解析した。 I自殖j明に

ある体制胞と血消飢餓処理を行った体細胞の

けル化レベルには業は見られなかった と

ころが、体外受精由来臨盤胞のメチル化レベ

Jはきわめて低かったが、体細胞核移植由来

E盤胞では高度にメチル化されていた l この

体細胞核移Mil主における向メチル化は店長体

細胞のメチル化レベルと同程度であり、卵 f

a胞質内に移柏された体細胞核は脱メチル化

のプロセスを経ていない可能性が／J之されたd

2た、個々の匹盤胞におけるメチル化の程度

t比較したところ、体外受精由来では少数の

附ほ除く大部分の匹で、は低かったが、体紺1

1核移MR~で、は個々の脹により大きなばらつ

3が見られた．

クローンマウスを則いてDNAのメチル化

計研究されている Ohganeら2 は卵li細胞

tドナー細胞としたクローンマウスのゲノム

DXAについて、 RLGS法（制限酵素ランドマ

｛ クゲノムスキャニング法）を用いてゲノム

上の広範聞のメチル化部位について解析を行

った RLGS法は理化学研究所の林崎らが｜；日

発したゲノムスキャニング法で、メチル化感

受性制限醇ぷ認識；i別立をランドマークとする

ことで、 I枚のゲル kで数千のCp Gについ

てメチル化状態をスクリーニングすることが

可能である この著者らは数千のメチル化部

'1 のスポットから、組織特異的なメチル化が

i. じているいくつかのスポットに着Hし、通

主のマウスとクローンマウスにおけるメチル

tの違いについて比較した結果、いくつかの

1ポットにおいてメチル化の有無が異なって

いた 3 さらに、クローンマウスliJJtの問でも

メチル化に足異があったため、ゲノムDl¥A

のメチル化状態はクローンマウス間でも fu] ・ 

ではないことがぶされた

マウスでは、 ES細胞をドナー細胞として

クローンマウスを作成することができる 3

また、 41庁体肢とのキメラ法によって体のほ

ぼすべての細胞がES細胞に由来するマウス

を誕生させることも可能で、ある ハワイ大の

柳町とMI Tのルドルフ・イエニッシュのグ

ループは同じES細胞によるクローンマウス

とのキメラマウスを作成し、出生本や序； fの

状態を比較した3 クローンマウスの大部分

はこれまでの報侍と同様に大部分が出生時に

死亡した。 4t詩体肱とのキメラによるマウス

でも同様に出生時に死亡するマウスが尚頻度

で出現した -. }j、過大チや胎盤重；it：の哨寸LI

はクローンマウスにおいてのみ顕著で、あった

同グループは、同様に作成したクローンマウ

スを用いてIgf2遺伝子やHl9遺伝 fなどのイ

ンプリント遺伝子についても解析を行った ll。

その結果、クローンマウスでは、これらのイ

ンプリント遺伝 fのメチル化の状態に様々な

バリエーションが認められた。さらに、胎盤

重量や体主の増加などの表現型とメチル化の

異常の関述を検討したが、有意な関係を見い

だすことはできなかった E S細胞における

ゲノムDNAのメチル化の状態が不安定で、あ

ることがES細胞山米クローンマウスやキメ

ラマウスにおける異常と関連することが示唆

されている

最近、体細胞核移航ij{~の発坐と遺伝 f発現

に関係した研究が，包速に進展している クロ

ーン技術の再乍医療への応用に関係して、体

細胞核移梢匹からのES細胞の樹立とその多

分化能の確認5ぶなど多くの興味深い報告が

あるが、スペースの都合から割愛したο クロ
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参考文献ーン動物作山が未完成の技術であることは明

白である。クローン動物の生産効率の向上や

初期化メカニズムの解明は、基礎的なllf発性

メカニズムの解明の研究と同時に進展するこ

とは間違いない。今後、クローン技術につい

て、 l幅広い研究を継続しながら、クローン技

術の口J能性を冷静、かつ、着実に確認するこ

とが重要と考える。
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家畜改良事業団が平成14年度に委託する課題を募集します

（社）家ti改良事業［·tiでは、吋 l·tlが事業尖施川本となり平成 1 2年度から実胞している新附｜士j基本Ml 学校発持及 •J•tにおい
て予成14年度に委託する斎苑分野の研究課題を次のとおり募集（・[CJ瓦13年度に募集、 7辞任を実施）します，

I. 対象ぷ題

「食料 ・農業 ・農村基本法jに基づき公表された「家畜改良増荊凶傑』を農家等が達成するために解決が必要な技術
的要怯｜についての学術的な凋資・技術開発とし、ねに以下の校術的要I川に関する，m題

l）効不的な育樋改良に｜刻すること
－現場検定の’夫mt生機保守；

21繁殖性能の府j仁に関すること
• f主PE：現場における繁舶｜苛；I~＇.の防除（特に点能）J家畜）等

3) fi•iJ主主管理の改汚に関すること
－放牧適性.gg｛世！：性にl![Jした飼主主管J:!R,剣養ストレスの客観的評価等

4）その他

家活干の改良、itびに場舶にffするもの
2.委託の期間及び金主目

原則としてl課題につき総額で300万川の純聞とし、委託課題によっては、伎数年（ 3 ｛ド以内）の研究課題も nf。
この場合、委託契約 ・委託貨の交付は取年度ごとに行い、年間計両の達成皮を判断した kで次年度の契約を行います

3.採択n果題数
2-3課題を予定

4. 委託の条f'I二
i）委託ぷ題に係る伺当者の所属は、大学・民間企業・同体て？としますが、委託契約はjfl吋者が所以する機関の代表者

と行いますa

2）委託終 f時に、所定の羽IP;・Vi-を提出すること
3）委託終了後学会誌等に、｛！｝られた成果を新開IH均 J~...js:方針等件発普及事業委託事業によったことを記載した1論文等千

より公表すること 課題の性絡によっては、その成果がマス ・メディアに取り上げられる匂により広報されること、
あるいはI商品として発光されること

4）他の公的機関からすでに安託 ・助成を受けている同一課題は、！必ぷできません。
5）この資金により特許を得た場合は、lj問に帰属し、開発おには優先使川絡が字えられます。

また、収録を待た場合は、その a 自［I納付の義務が生じます
配備品（20万円以上）は購入できません

5.応募hi去
r.~：・ ~fa~領と所定の ~1込み級式を下記に，：？；；~し、その様式により、｜乙成 13 ｛ド l I Jl ,+;: Hまでにお中し込み下さし～

6. ），乙4主”果題の審1Uii）二
新的I士j~左本J,~H~$~子発普及事業において設置される選考委n会の制うを経て選定しますコ選考は従出淵によります
が、必要に応じ現地調it等を行います。
応募課題の探百見込みをなるべく早く連絡しますが、ご応募の•，IJ=績はお返しいたしません

7. 採択された場合の手続き等
委託する課題について、本引業の実施要領により、予成13年度中に実施計画主のご提出をいただき、千成14年4月以
降に委託契約、委託l~の交付を行いますn
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採択課題のf-U.当.（＇；－名 ・:i:mtは契約成立 ・委託費交付後に公衣しますの

干 104-0031東京都中央灰京僑 lff:ll9密8号
（社）家畜改良事業卜日技術 ・悩服部（伊集院、金問）
TEL 03 -3561 -803 l FAX 03 -3561 -8165 
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山本孝史
（やまもと こうし）

動物衛生研究所
疫学研究部

豚のマイコプ
ラスマ感染と
多重感染

1.はじめに

最近、子豚の離乳後多臓6~性発育不良症候

群（PMWS: Post-weaning multisystemic 

~ 官astingsyndrome）と称される疾病が、大

"' ~な話題となっている 本病の）h(1.刈はサーコ

ウイルス2型と IJ：されているが、野外のJJ訴の

ーウイルスに対する抗体陽性学は械めて高い

；もかかわらず、 PMWSは抗体陽性豚の a

にしか認められなし、。実験的には、サーコ

ウイルス2型を tji.独に接種しても、ほとんど

症状で肉m~病変も認められないが、パルボ
ウイルスと・緒に筏格すると発症し、野外で

汰られるがi変の a 部は再現される しかし、

野外でみられる呼吸器症状や病変のほとんど

；再現されていない。このようにPMWSは

車句病原体だ、けでは発症に至らない多重感

ー』ー

染の典明と )5－ えられる ι しかし、 P~l\VSに

ついては、サーコウイルス2型以外の要凶と

して、パルボウイルス感染が浮仁して米た段

階であり、多 if(感染のモデルとして論じるに

は、まだ、あまりにもぷ知な部分が多い

}j 、 JI訴における呼吸（，~病は、近年、豚呼

吸器病杭候群（PRDC: Porcine Respiratory 

Disease Complex）と呼ばれるようになって

きたが、このPRDCに関しては、多くの微生

物が関与していることが知られ、また、様々

な知見が集和して米ているr そこで、本稿で

は、 PRDCにおける各純微生物の相 L1：作用に

ついて述べることにより、豚における多if（感

染の a端を相介する

2 . M.hyopneumoniaeの病原性

と宿主に及ぼす作用

一般に、マイコプラズマは呼吸器や生殖器

の粘膜衣而に好んで、寄生する そして、これ

らの粘膜の上皮細胞への付着が病原性発現の

第一広であるu Tajima & Yagihashi ；；）は、

Al.hyopneumoniae (Afhyop）は菌体去l而に

細線維と英肢を布し、これを介して、宿主細

胞に付訴することをlit界に先駆けて明らかに

した また、 BlanchardらI はSPFJ原に

Mhyopを実験的に感染させ、病変形成の経

過を屯 f顕微鏡で観察した その結決、

凡品yopが気管立；粘膜の卜．皮細胞に付｛｝ーする

と、線毛の脱落など仁皮細胞が損傷を受ける

ことを明らかにしたり線宅上皮細胞は気管、

気管支、細気管立；にわたって非特異的防御を

tflっているため、このような九Jhyopによる

1－＿皮細胞の線℃の凱傷は、他の微生物の！感染

を容易にすることになりきわめて最安である

－方、線モ上皮細胞は肺の中の終ぷ気管支

から肺胞に~る部分には分布しておらず、こ

の部分では、線屯上皮細胞のかわりに肺胞マ
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クロファージが非特異的防御を抱っている。

Carusoら2）は、肺炎起因菌のーつである

Actinobacillus pleuropneumoniae (App）の

みを感染させた豚の肺胞マクロファージの機

能は、正常豚の肺胞マクロファージの機能よ

りも点進していたが、 Mhyop感染の2週後に

Appを感染させた豚の肺胞マクロファージの

機能は逆に著しく低下していることを見いだ

した。彼らはMhyopに感染している時に2次

感染を受けると、肺胞マクロファージの機能

が低下しているので、さらに、 2次感染｜宥が

増荊しやすくなると考察している。このよう

にMhyopは呼吸器の非特異的防御機能を担

っている線毛上皮細胞と肺胞マクロファージ

の機能に損傷を号えることにより、 2次感染

を誘発することが明らかになっている。

一般には、病原体は宿主の非特異的防御機

構を突破して感染・定着しても、やがては特

異的免疫機構により排除される 。 しかし、

Mhyop感染は慢性経過をとり、呼吸器に長

期に定着しつづけるのは何故であろうか。豚

がMhyopに感染すると、補体結合抗体や間

接血球凝集抗体は速やかに上昇するが、発育

阻止抗体（ウイルスに対する中和抗体に相当）

はほとんど上昇しない。Mhyopにある発育

阻止抗体を誘導する抗原物質は豚の組織とは

共通抗原性を示すことから、豚以外の動物で

は発育阻止抗体を誘導できるが、豚では誘導

できないと考えられる。Mhyopは、その構

成蛋白質のうち、自己の増殖に必須な部位が

宿主である豚の組織の構成蛋白質の一部と共

通の抗原性を示すため、宿主から非自己と認

識されないので、宿主の特異的免疫機構から

逃れるのである。このようなマイコプラズ、マ

と宿主細胞との共通抗原性（＝ molecular

mimicry ：分子擬態）は、マイコプラズマが

宿主の防御機構を回避するための巧妙な戦略

16 

であろう。

3. PARSウイルスと
M. hyopneumoniae 

Thackerら6）は140頭の3～6週齢の f豚を

用いて、 PRRS(Porcine Reproductive and 

Respiratory Syndrome ：豚繁殖・呼吸障害

症候群）ウイルスと Mhyopの感染時期を

様々に組合わせた実験を行ない、両者の相互

関係を検討した。すなわち、両者を同時に接

種、 Mhyop接種3週後にPRRSウイルスを接

種、 PRRSウイルス接種10日後にMhyopを接

種、および、各々単独に接樟した試験区を設

定して、接種後3、10、28日に病理解剖して、

比較・検討した。その結果、マイコプラズマ

感染による肺炎の肉眼病変の程度はPRRSウ

イルスを電感染させても重篤化しなかったω

しかし、 PRRSウイルス感染の特徴である腹

式呼吸や頻呼吸などの臨床症状、肺の肉眼病

変および間質性肺炎などの組織病変は、

PRRSウイルスに単独感染した時よりも、

Mhyopを重感染した例では、それがいつの

時期に重感染させた例であっても、重篤であ

り、かっ、病状は長期にわたった。また、

Mhyopを感染させた例において、マイコプ

ラズ、マによる肺病変が軽度あるいは全く認め

られない場合でも、 PRRSウイルスが重感染

していると、 PRRSウイルス単独感染時のも

のより肺病変が重篤化していた。

筆者は、上記の報告と同じような子豚の症

例、すなわち、「Mhyop感染による肺の病変

が軽微で、あるにもかかわらず、 PRRSウイル

ス感染の特徴である間質性肺炎が重篤であり、

MhyopがPRRSウイルスによる病変を重篤化

し、その結果、発育遅延を来したJと推察さ

れる野外例を経験している。この豚群でi;t、

離乳後1～2ヵ月間の発育がきわめて悪く、出

F尊厳技術 2001年JO月号



~B齢が約20fl問の遅延していた，発ti遅延

f示している子豚を検査したところ、組織r;:

Ulhyop感染の病変で、あるリンバ滅胞の

よとPRRSウイルス感染の病変である間質

E肺炎が認められた また、 MhyopとPRRS

Hルスが尚本に分離された そこで、分離

7れたMhyopの薬剤感受性誠験により、イi

薬剤を見つけ、それを飼料に添加して投与

よところ、約20H問であった発育遅延が約

1間にまで知縮させることができた

このようにMhyopとPRRSウイルスの相圧

f刷、 Aihy例＇ PRRSウイルスによる肺炎

吋悪化させ、その経過を長期化させるとと

に、さらに、他の病原体の2次感染を助長

すると推察される

~. PARS陽性農場における

多発性紫膜炎

一般に、多発性質膜炎は、従米法で制益さ

れている豚（コンベンショナル豚）では散発

的にしか発生しない典明的なH和見感染杭で

砧そして、集同発坐するのはSPF豚に限

られるといわれている これは、本捕の病原

企であるHaemophilusparasuis (Hps）およ

~ 1.¥Iycoplasma hyorhinis (Mhyor）はコン

ヴブヨデ JvlJ~·でば 1·. 部試涯の常花園でめり、

知免疫を有するため、普段はド；｝［S気道まで

4入することはない。しカ3 し、 SPFIJ家で、は、

：れらの闘は常イi:r拘ではないため、免疫を全

（持っていないので、感染した薗は噌殖して

症にいたると考えられる しかし、コンベ

ノンヨナル豚でも、 PRRS陽性豚群において

羽%にも述する高い催忠率を示し、集問発

居することカZある

多発作J走II英炎のうち、 Hpsをj民同とする場

1グレーサー病と呼ばれている しかし、

均性紫膜炎の野外例で、は、 Hpsのほかにも

国L

Mhyorやその他の ・Aiz細｜有が同時に分離さ

れる場合が多し」 PRRS陽性農場で集凶発生

した多発性紫膜炎例について細菌学的検任し

たところ、最も Iまi＇十Eに分離卒されたのは

Mhyorで、あり、 24頭qqg顕（79%）であっ

た。また、分離された部位も肺、牌臓、肝臓、

腎臓、心臓、脳、関節、腹水など多岐にわた

っていたι ー般細l拘は、 Hps(8 24 ; 33%）、

Streptococcus spp. (8 24 ; 33%）、 App

(7, 24; 29%）などであった このうち、

Mhyorが21頭中16頭から一般細的と同時に

分離されている ところで、 PRRSウイルス

が我が｜吋に侵入する以前の20年間に筆者が経

験した10数例の野外の散発例においても、

Af hyorの分離本が故も高率であり、また、

Mhyorと同時にHpsなどの a般細菌が分離さ

れることカf多カ、ったp

HpsとJ!hyorはコンベンショナル豚では弘

腔内の常千五r:liである しかし、実験的に、

HpsやJ1hyorを腹腔内、静脈内あるいは気符

内に単独で、感染させると、どちらの簡のみで

も、多発性策脱炎が再現できる そこで、野

外の症例で1；灯fpsを以閃とするグレーサー病

とMhyorによる多発性柴膜炎はオーバーラ

ップしていることが多いと考えられる

通常は鼻腔内に存在するHpsやMhyorがM

らかの要l刈により血流に入った場合に多発性

紫膜炎が発症すると考えられる内

ところで、 PRRSウイルスは多発性紫膜炎

の要凶になり得るのであろうか Solanoらl

は、 PRRSウイルス感染後 7日後に探取した

肺胞マクロファージは、試験管内で、Hpsを食

r:f-iする割合が低く、また、活性酸素の放出に

よる殺前活性も低下していると報告している

・方で、彼ら3 は、 12～ 15日齢の f豚に

PRRSウイルスを感染させ、 5日後にHpsを気

管内に接種して、さらに、 5日後に剖検した
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ところ、 Hps単独接種群で、は、 10頭中 7頭に

胸膜炎、心膜炎、腹膜炎などが認められたの

に対して、 PRRSウイルス接種後にHpsを接

種した群では10頭中 1頭に胸膜炎が認められ

たに過ぎず、 Hpslこよる病変がかえって抑制

されたと記載している。これはPRRSウイル

ス感染により、肺胞マクロファージの数と機

能は低下するが、代償性に全身の液性および

細胞性免疫が急激に充進することから、病変

の形成が抑制されたと推察している。PRRS

ウイルスについては、このように、実験的に

は多発性挺膜炎を志起することは証明されて

はいない。

しかし、 PRRSウイルスに汚染された豚群

における多発性紫膜炎の発生は散発的にはと

どまらず、集同発生となる。そして、その病

変の形成にはMhyorをはじめとする複数の

病原体が関与している可能性がある。

5.おわりに

数年前からPRDCという言葉が使われだし

た背民には、 PRRSウイルスの出現以米、呼

吸得症状を発現して発育の遅延を示した豚を

剖検しても、これといった特徴的な病変が認

められない症例が増加したことによると考え

られる。発育の遅延を来すと＃えるに卜分な

根拠となる重度なマイコプラズマ肺炎や胸膜

肺炎の病変が認められれば、複数の病原体が

関与していても、発育の遅延に関係する病変

はマイコプラズマ肺炎あるいは胸膜肺炎が主

体と診断できる。 しかし、これらの病変が軽

微であり、それだけでは発育不良が説明でき

18 

ない、かといって、他に病変は認められない

といった杭例カf増力日してきた。そして、これ

らの症例からは多様な病原体が分離されるこ

とからPRDCと呼ばれるようになったもので

あろう 。すなわち、 PRRSウイルスの出現な

しには、 PRDCという言葉は誕生しなかった

といえる

-Jj、M.hyopneumoniaeは単独の感染で

肺炎を起すだけでなく、 PRDCという言葉が

使われるようになる前に Mycoplasma

Induced Respiratory Disease Complexと呼

ばれたことがあるように、本菌の感染はさま

ざまな2次感染菌の増殖を促す。このことか

ら、 M.hyopneumoniaeのPRDCにおける役

割はきわめて大きいといえる。しかし豚の

多電感染の実体はきわめて複雑多岐にわたっ

ているので、本稿では、 PRDCにおけるいく

つかの微生物の相互作用について述べて、豚

における多重感染の一端を紹介したにすぎな

いが、参考になれば幸である。
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酪震学園大学附属

インテリジ‘工ン卜牛舎研究施設
岡本全弘 （おかもと まさひろ）

酪農学園大学教授

（農場長）

1.インテリジ‘工ント牛舎とは？

酪農学問大学の附属農場の牛舎システムは、

文部科学省のハイテク・リサーチ ・センター

整備事業により 全面的に更新された。今後、

これらの施設・設備・装置を駆使して、充実

した研究成果をあげることが期待されている。

同事業では 「酪農における情報と物質のリサ

イクルシステムの開発研究」というテーマの

下に「酪農情報の管理と利用」、「酪農におけ

る物質循環」、「機能性食品」の三分野を研究

することになっている。前二者がインテリジ

エント牛舎と関係している。

インテリジェント牛舎という名称はインテ

リジェント ・ビルデイングという言葉をヒン

トにした造語である。本学の新牛舎システム

1±，「従来の牛舎の機能にコンビュータで制

面した高度な情報通信システムと牛舎管理シ

行ムを付加した牛舎」であり、インテリジ

工ント牛舎と呼ぶのに相応しいところから名

づけられた。この牛舎を活用することによっ

て「酪農界に質の高い研究情報を提供する」

：とを考えている。

' .牛舎システムの構成

インテリジェント牛舎はそれぞれの役割を

ー』ー

分担した、次の施設群から構成されている。

すなわち、①フリーストール牛舎 (1474rrl）お

よびミルキングパーラ ー （754rrl）、 ②育成舎

(499ぱ）、 ① 門動搾乳システム牛舎（518rrl）、

④晴育舎（170ぱ）、⑤ノくンカーサイロ（66lrrl）、

⑥飼料調製室 （197ぱ）、および⑦糞尿循環研

究センター（バイオガスプラント 1000ぱ）で

ある。4械の牛舎は全て木造の トラス構造で、

一部を除いてコールドパーンである。

フリーストーjレバーンには搾乳牛60頭（2

群）と乾乳牛約16頭 （2群）を収容でき、さ

らに、分娩房4とホスピタル床8、精密実験牛

床12を備えている。ミルキングパーラーは10

頭単列のへリンボーン式で、乳牛の入替えが

スムーズなラピッドエグジット装置付である。

円動搾乳システム牛舎には搾乳牛を30頭収容

できる。この牛舎のみ、通路の除糞をスクレ

ーパーで、行っている。育成牛舎は離乳後の育

成午52頭を収容できる。日甫乳舎には8伺の個

体ペンと30頭まで自動晴乳できる自動晴乳機

を備えた追込みペンがある。

3.牛舎内情報システム

インテ リジェン 卜牛舎は最新の既存技術を

網羅している。その基本となる技術は伺体識

別技術である。オランダのネダプ社の首輪に
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ついたリスボンダーを牛に装着している。こ

れにより、牛舎内を自由に移動する乍の個体

を要所要所で識別し、向動測定したデータを

コンピュータに取込むことが可能になった。

自動測定項目は多岐にわたるが、例えば、

搾乳室では個体番号を識別、乳量を記録、そ

して、乳iMやミルクの電気伝導度の異常を検

知し、もし、異常が検知されると警告を発す

るとともにそれを記録する。また、乳質に異

常のある牛は、正常な牛のミルクと混ざらな

いように、別系統の搾乳を指示する。 ミルク

パイプの中のセンサーにより流量を感知し、

搾り過ぎないように白動的に搾乳を中止する。

搾乳室からの帰り道には体重計があり、自動

的に体重を測定し、健康や栄養状態の指標に

する。牛舎内での運動量も円動計測し、発情

発見の目安にする。もちろん、育種情報であ

る牛の家系図やお腹にいる胎児の父親の情報、

発情や妊娠などの繁殖情報、病気や故障の治

療法 ・治療歴などの電子カルテ、乳量 ・乳成

分の変動などの生産情報、飼料や栄養状態な

どの情報など、多彩な情報を管理するととも

に学内のネットワークとも接続しである。た

だし、各システムはそれぞれのメーカーによ

る独向の情報処理プログラムにより運用され

ていて、これらから、メインシステムにデー

タを自動的に取込んで、 一般の表計算プログ

ラムで自由に加工・利用できるようにする作

業の A 部はまだ未完成で、ある。

精密試験ストールでは、各飼槽に重量計が

組込んで、あり、試験牛が何時何分に何kgの

飼料を県取したのか記録する。これにより I

Hの採食同数や採食速度の解析が容易になっ

た。また、牛舎内には遠隔操作できる6台の

監視カメラが設置されているが、その映像も

記録・解析できるようになっている。さらに、

牛の行動を高い位置から観察できるような観
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察通路も備えである。

自動搾乳システム牛舎では、牛が自発的に

搾乳ロボットに入札搾乳されるので、上記

の情報に加えて、各牛の搾乳記録や種々のチ

ェックリストなどの提供ができる。また、個

体に応じた飼料給与やミルクの自動サンプリ

ングなどもできる。同様に晴育中の子牛は晴

乳ロボットにより例体に応じた哨乳がなされ、

晴礼記録の提供ができる。また、整腸剤など

の自動投与もできる。

4.バイオガスプラントと物質循環

各牛舎で排ii止された糞尿および敷科 （約

lOnt') は小型ローダーにより牛舎内のトレン

チに投入され、パーンクリーナにより糞尿捕

に集められる。ここから、地下パイプを通っ

てバイオガスプラントに送られる。バイオガ

スプラントでは、これを250rriの中温発酵槽

で嫌気発酵して、良質で無臭の液体有機肥料

を生産するとともに、約270mのバイオガス

を阿収できる。これは脱硫後、発電機の燃料

になり、毎日400～500kWhの電気と80℃の

温水が得られる。もちろん、プラントの運転

情報は自動的に記録され、解析される。

ハイテク・リサーチ・センターでは、上記

のような牛舎内外の情報の収集 ・管理に加え、

各岡場からの飼料生産量やサイレージの生産

量、飼料の給与量、糞尿の発生量、液肥の生

産量や散布量などの物質の循環量や上壌の状

態、昆虫や微生物の関与などまで幅広く研究

する。インテリジェント牛舎は、こうした研

究に便利なように配慮されている。
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＠ 競馬あれこれ

（フ）競走馬の生産と育成
袋 伊作（ふくろ いさく） 農林水産省生産局畜産部畜産企画課

1.はじめに

是主，馬の1Uii地で、は、牧草の収穫が終わり、

：の春生まれた f馬の離乳に向けた体づくり

や枇のせり 1fi場の準備に忙しいことと思いま

す今年は馬の主産地である北海道も猛暑－に

見舞われました 3 長期予報によると残暑も厳

Jいとのことで、.＇.~をはじめ家市の健康が気

：なるところです。今lnJは競走馬の生産と育

主についてお1活します

2.日本の馬産

日本の馬のかj益は、明治から昭和のはじめ

よは、馬政の強hな推進により 150万頭を数

iましたが、第2次大戦後は軍備の撤廃、 11i

評や輸送の機械化が進展したことで馬の頭数

が著しく減少しました また、ここ数年は競

fの頭数が減少しており、現在は馬の飼益

頭数は約10万5千頭となっています 3 別途別

。；見ると、，，，王随馬62T-頭、 1'.¥kJfJ馬（娩川馬）

:o千頭、来JjJ馬12T－頭、在来馬3T頭、肥育

馬8千頭という状況です，このうち、軽種馬、

iたは、民用馬と称される馬の－msが競馬に

民用されています

軽種馬は、サラブレッドなど、多くの人が

札馬Jとバわれて思い浮かべる馬のことで

すv 正確には、財凶法人日本軽種馬登録協会

計行う血統登録を受けた馬が軽種馬です 軽

種馬は、サラブレッド、アラブ穂、アングロ

アラブ格、すなわち、サラブレッド系種とア

ラブ系楠の総称ですが、現在、生産されてい

る軽種馬のほとんどがサラブレッドとアング

ロアラフ守生です

農用馬は、かつては農耕や輸送に利用され

ていた大型の馬で、現在、そのー部が地Ji競

馬の「ばんえい競馬」に供用されています 〉

「ばんえい競馬」は、北海道の4つの競馬場で

行われていますコ競馬場のある信広、北見、

特見沢、旭川｜はH本では令ー数の畑作地帯であ

るとともに、民用馬の産地でもありますp 今

では、民用に馬を使うことはほとんどなくな

りました しかし、農用馬の生庄は、市産農

家や畑作農家が k地の有効活用により行って

いるところが多く、農地との結びつきが強い

馬といえますn j良m婦の多くはブルトン種、

ペルシュロン純、ベルジャン種というヨーロ

ッパ原産の品種、あるいは、これらの平血

（混血）です 近年においても、家畜改良セ

ンターや北海道の生産者はフランスやカナダ

などから繁殖馬を導入し、改良を進めていま

す。

3.競走馬の産地

競走馬の生産は、北海道から九州まで、か

つて、種馬場や御料牧場があった伝統的な馬

産地を中心に行われています 3 軽種馬につい

ては、平成12年本現イ1：、生産農家は全同で

1.517戸、うち北海道が1.263戸と83%を占め、

青森86戸、鹿児島58戸、千葉30J-i、符城25Ji

と続いています。北海道では日高地点が主た
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る産地で1.153／了、次いで，，)JI！振85Ji、 1・If存25

J iとなっています ＇ H ，＼°.$地）jは、 u！日i山脈の

市斜面と太、｜ξ洋に挟まれた地域で、 j毎i~~＝ iHい

を通じる同道2358－線が点の襟裳山I~があるえ

りも町から凶の門別町までを結んでいます

競走馬のふるさとと呼ばれるとおり、~·~っ 11'(

ぐな道路沿いには広大な肱牧地が広がり、 1;r:

を食む民の安がはられます

l悼碑馬の平成II年の粗lj:_J宅舶は全i"Iで、453

億円であります そして、農政物全体94,718

億円の0.5%で、大 •i. 荒 ft~ に次いで38 f1i~ で

あり、＃f産物全体2s.566f.u川の1.8%ですη そ

の他の良産物について比ると、 11立は米で

23.650億111 (25°0）、 2f1i：は牛乳で6.896億円

(7.3%）、 3f立はII手で5.076億円（5.4%）、川、tは
｜勾則牛で4.593億円（4.8% ）、 51立は鵡 lil~ で

4.277億円（4.59。）、 6f立はブロイラーで2.465

i昔、内（2.6°0）、 10位はねぎで1.520億円 0.6°0）、

そして、 28位が乳牛の7611立円（0.8°0）、 31位

がにんじんの683億円（0.7%）、 92位が位ぷの

77億円（QJ0o）となっています

軽穐馬については、 主政地北海道の粗生産

額全体10,574億円のうち450億円（4.3°0）と

小去に次いで7位です さらに、北海道の中

でも H向地方についてみると、門別町では良

産物全体が121億円、市庄が106億円、怪純.I.!~ ；

が82億円、新ft:f町では民産物全体が90億円、

市庄が82f；立11J、l陀純馬僚が6H立111、静内町で

は出産物全体が86位l'l、市政が74位円、軽樋

.！.！~ ＂＇ カ｛68f立 fTj 、そして、 iff!MIUfでは農産物全

体が911立f1J、tti1)Kが88~立 I' l 、 1v1付tff.H＆ •が85~~.

川という状況ですν この数7：だけをみても、
この地）jでは出来：分野においても、また、音

応分野においても、いかに粁栂.IJ~ に特化して

いるかが分かります 3 ここで、軽栂馬’とし

てぶした数航には、どft二の，，珪Ht.H5以外のもの

も合むことをご [ljえください

lJ:_1）長脱慌では、繁前牝馬（［日！；）の頭数がJO

頭以ドtj：＿産民家が8；刊を rfiめていますこの 1
｜情！吋は、家族粁件が i：体ですp 繁荊牝馬lO~i(

の場介、総制長tifi数は、子応と育成馬（前年生

住民）を合わせると20頭を超えますが、これ

は－般的な家政経背で飼長 1Jf能な~fi数です

;.:.im馬については、平成9{f.2JJl日時点で

it:_ j）在住家は3,980Ji、うち北j毎迫2’560戸、束

」ヒ6t10J寸、 JL1‘i、｜

このうち、ばんえい競kJTJの民の多くが北海

道で生産されていますっ

4.競走馬の生産

.＼］｛；のIH産は 11本では3月～5JJにピークを迎

えますε 馬の妊娠lYJ聞は約11ヵ）］で、種付け

は4H～6月が最盛期となります。

、ド 1&12年生まれの軽種X！~は 9.062頭、 11 年

表 1 事室種馬の生産農家戸数 （戸）

全国 北海道 （日高 （胆振） （十勝） 青森 岩手 宮減

1,517 1,263 1.153 85 25 86 8 25 

福島 栃木 群馬 千葉 熊本 宮崎 鹿児島

9 7 4 30 17 10 58 

表 2 繁殖牝馬の飼養頭数規模別戸数 （戸）

1～5（頭） 6～10 11～20 21～30 31～40 41～50 51以上 計

－－ー
677 528 249 37 10 7 9 1.517 
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。種付頭数13,489頭に対し、生産率は約67%

？す内農用馬の生産頭数は4,998頭 （干成11

~），前年の楠付頭数8,522頭に対し、 't.産率

! .;59%という状況です。

母馬は、分娩後14円日で最初の発情があり、

｜抑制一叩…種付
品、早生まれの馬との成長差、秋の離乳ま

？の授乳期間などを考慮して、分娩時期が翌

干の6月いっぱいになるように行います 4 

配分娩させるとした場合、種Hけの機会は、

j～6固となります。全ての発情が良好な状態

cは限らないので、極付けの機会は、さらに、

少なくなります。また、受胎したとしても、

紳で匹の消失などが起こる場合があり、生

牌は、全体としては、 67%という状況とな

っています。

5.育成

馬が生まれてから調教師のもとで調教を受

けるために入厩するまでの聞を育成期と呼び

ます。さらに、育成期を発育段階で初期・中

期・後期に分けます。春から初夏にかけて生

まれ、秋までほ馬と一緒に育てられ、秋に離

乳するまでの聞が初期育成です。この時期は

馬と人の親和性を形成する上で大切です。馬

は、元来、従順な動物ですが、臆病であるの

で生後直後から十分に人と接触するようにさ

せるとともに、無円頭絡の装着、引き馬など

の馴致を行います。離乳後から騎乗馴致前ま

での聞は、欣牧を主体とした体づくりを行う

表 3 軽種馬の生産頭数 （頭）

サラブレッド サラフレ y ト系 アラフ アングロアラブ 計

H10 8,161 44 4 1,667 9,876 

H11 8,216 56 2 1,098 9,372 

H12 8,281 61 2 718 9,062 

表 4 軽種馬の地域別生産頭数 （頭）

全国 北海道 （日高） （胆振） （十勝） 青森 岩手 宮城 福島

9,062 8,682 6,634 2,007 41 150 20 4 

栃木 群馬 千葉 熊本 宮崎 鹿児島 長野 大分

2 58 24 3 112 5 2 
書祉馬棋用地域別頭数

表5 繁殖牝馬頭数 （頭）

サラフレッド系 アラブ系 その他（軽種馬以外） 計

H10 11,949 1,757 35 13,741 

H11 12,307 1,182 25 13,514 

H12 12,498 819 33 13,350 
H撞号町種牡馬が極付けを行った繁殖牝馬頭数

表 6 種付を行った種牡馬頭数 （頭）

サラフレッド アラブ アングロアラブ アラブ系 言十
H10 390 4 111 506 
H11 367 4 79 451 
H12 364 6 56 427 
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中期育成です内2歳の秋から3成の夏の人厩前

までは、ハミ・ゼッケンの装店、調民主主での

訓練といった騎乗馴致を行う後期育成となり

ますc 育成期にfrわれる馴致と騎乗馴致の内

科や杭度は11:.1主若（あるいは育成者）により

異なりますが、近年、外岡j主競定馬の増加し

ていることが？？以となって、より－層の強い

X!5づくりが求められています。そこで、生産

・-ff段階 (J産地）において初期調教が行われる

ようになってきています。

号~l-"t-Y--1"'マベヂサベベ，......，.守備てベ，......，.ベFベ；－.；,-y-ベ，......，.....＿~，..予弓；...－..：；－守守守守守守や守守帽子守＋＋＋ベP勺ベベF《~；~べtベベ円子守
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新家畜資源（養鹿）シンポジウム

1. 日 時・ 、v：成13年llJJ1911 ()j) 午後l昨年～5時
2.場所： JAピル（千代川｜ベ大手lttf)
3.主催： lf:省産技術協会 全日本去を脱協会

4 .内容

1 ）閉会挨拶 令 ll本長鹿協会会民 佐川 N 

2）記念議泌 ミュージアムパーク茨城県白然NJ物館館長 中川ぷ日II

3 ）事業報；1；－ならびに’J~例. ：澗任研究報；ヶ

(l）調任研究銀行

鹿｜去jの有効手IJ川性について」

・:i',＇広itipg：大学資iff,（干：｜午前；助教段
(2）事業報行

「!lt'tii原利JU開党調先研究事業の成果fflt1i J 
全［］本主主鹿協会リ／務Fil_・Ji

(3）事例発友

1北海道J八11'1!:迫lttfえぞ脱牧場

2右手以鈴が災アーク牧場

4）質疑応答 コーデイネーター

5.連絡先：代市産技術協会 研究開発第1日II 御代田

TEL . 03-3836-2301 FAX : 03-3836-2302 
E-mail : jlta(a oregano.ocn.nc.jp 

｜幻川 ：リj

n治藤i台

伊J4t If；リj

古山 i;1,c I: 
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NRC飼養標準（乳牛）2001年版：
移行期における乳牛の養分要求量
丙田武弘（にしだたけひろ）

1.はじめに

前版から12年を経て、 NRC飼養標準（乳

午） 2001年版が刊行された。改訂版の頁数は、

前版（1989）の157頁から381頁に大幅に増加

している。これは、この間に米国では乳牛栄

養に関する多くの研究がすすめられたことを

物語っている。頁数だけでなく、内容的にも

参考になる解説が少なくない。全般的な改訂

点については、すでにいくつか報背されてお

り目 、また、日本語版の翻訳書も出版され

る計画ともれ聞いている。そこで、本稿では、

関心のあった第9章の移行期乳牛の養分要求

量について、少し詳しく述べてみたい。

2.妊娠に要する養分要求量

4乾乳末期から分娩初期にいたる分娩前後の

数週間は移行期（transitionperiod）と呼ばれ、

母牛の休内の代謝系・内分泌系に複雑な変化

が生じ、その変化が乳牛の代謝障害の発生や

午乳の生産量に大きく影響している。しかし、

その詳細や栄養要求量については不明の点が

多し、。

乳牛の胎チの発育については、これまで

1957年に報侍されたJakobsenら3）による21

頭のRedDanish種（子牛生時体重35.2kg)

の居体分析データに頼っていた。今回の標準

では、 Bellら！）によるホルスタイン種の経産

軽脹牛18頭を用いた屠殺試験から、妊娠190

畜産草地研究所家畜生産管理部

日以降の胎子の成長曲線や養分要求量を求め

ている。胎子の成長は指数関数で示すよりも、

2次関数で、示す方が精度は高い（図1）。

乾乳牛（妊娠牛）の養分要求量とは、母乍

の維持量に妊娠に要する養分を加えた量であ

る 。 妊娠に要する養分とは、胎子、胎盤、~

水、子宮に蓄積される養分の合計である。妊

娠末期2ヵ月間の粗蛋白（CP）、エネルギ一、

ミネラルの要求量は、前述の妊娠190日から

270日までのホルスタイン種経産妊娠牛18頭

（母牛体重714kg、子牛生時体重46kg）を屠

殺し、成長速度や化学組成を分析した試験成

績から求められた。

16 

妊娠子宮

12 

aU 

3
4）
咽
酬
審
制
冊

R'=0.96 

4 
y=0.0005581'-0.1361+7.55 

R'=0.95 。
180 200 220 240 260 280 

妊娠日数

y：乾物重量 （kg)t：妊娠回数 （日）

図 1 ホルスタイン種経産妊娠牛の妊娠回数と妊娠子

宮および胎子の乾物重量との関係 （妊娠190日

目以降、Bellら，1995)
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BellらによるエネルギーとCPの妊娠 f日
への部和：Jは、以ドの式で、ポされる

エネルギー（：－..Ical,: 

y=0.00159t" -0.0352t-35:1 

CP(g): 

y=0.315t--69.2t+2818 

1は妊娠ll数 (fl)

R2=0.96 

w竺 0.96

CP要求：止の，1tnでは、代謝蛍l’I(MP）か

ら!lflr菩積蛍l’fへの転換効率を0.33、飼料＂ I

erから ~IPへの効3存を0.7 としている MPか

ら胎 f甚杭への効＇￥の 0.33という値は、 rili版

(NRC乳＇I二版）の0.5よりも低い また、代謝

エネルギーから胎 fに喜和される正味エネル

ギーへの利川効本は、 014を仮定している

妊娠時のエネルギーの利用効ネが非’市に低い

のは、）J台fの維持にエネルギーが消費されて

いるためと4・えられる

3.乾乳期の乾物摂取量（DMI)

分娩1i1J2l日間の乾物摂取ほ (DMI)の予

測式はHayirliら1 によって、次のようにぷさ

れている

16 

15 

~ 14 
回

忌 13
~ 

画12

巨 11 

芸10

4詳 9

8 

7 

・21 ー14 ・7 。
分娩予定固までの日数

図2 ホルスタイン種妊娠牛の分娩前3週間における

乾物摂取量 （初産牛の体重を615kg、経産牛の

体重を740kgとする、 Hayirliら、 1998の式から

計算）

初1J1Ji'UI二： D¥Il（休if["o)""1.71 -0.69er . .i 

粁Pii'I二： Dt..1I（体if[0ol=l.97 -0.75e0161 

1：妊娠ll数から280をづ｜いた航

この予測ェには、アメリカの8大学で行われ

た16の試験における l72Jifiの初産午と527店！の

経雌’｜二のデータから求められたものである

I刈2に乾乳ぷ朋における乾物棋取むの推移を

ぶした。

4.乾乳牛飼料中の蛋白濃度

経症午の場介、今川の改11Jでは分娩前の致

H聞を除いて、乾乳期飼料ljI の CP合 ~11：は

12°0になっている l日J版（NRC乳牛版： 19891 

では、最低で＇ 12<?oとしているが、今［nlのCP

合ill:12%という-tffi焚怖には、低蛋円f1i］料によ

って分娩後のDMIが低ドする危険性に対す

る安全不も見込んでいる

初l宅牛の場合は、経J）在午に比べてmnが
低い l－：.に、成長に要する分も必要なため、飼

料中CP合日－が12%で、は不足するとみられる

妊娠本則における去を分要求位の算／l¥には a

つのlllJ題がある それは、胎子の発育と同様

に、この時期jの乳腺の発育泣が大きいが、乳

腺発育の益分要求日：を求めるために必要な、

礼腺尖質組織の発育速度、組成、さら仁、

MPからの蓄積蛍内への効率などについては

十分なデー タがないことである Van de 

Haarら1 は移行期に乳腺尖質組織は1日に

460gづっ増加すると述べているが、かりに

その蛋口合；止が10%で、あり、飼料のCPかり

MPへの転換効不が0.7、MPから乳腺蛋｜’l喜

和への効〉容を0.5とすると、乳腺の発育のた

めに給与すべきCP量は、 lU約130gと計算さ

れる（460×0.1-:-0.5-:-0.7= 131.4）ν しかし

乳腺発育に要する蛋仁lやアミノ酸に関しては、

さらなる研究が必要である

移行期には、乳牛のアンモニア解~fJUJが

fri斤a支術 2(J()J!f-JO)J 1; 



fがっており、また、 CP合：Jが12%を越え

謝料を続距’！この分娩1((t11Jに給与する利点が

；っきりとしていないために、今［ulの改，IJで、

1；転乳！田flu］干：I・rj Iの-tft焚CP合；止を 12%にJ耐え

Eいたとのことである、 a方、初産午の場介

；、これより，・：：j＼，、it:klit のCP合 ~I（：が必要であ

b 乳ii~の発ff（こ必要な分を｝］[Iえると、初産

tの分娩rilJには削料＂ Iに14.2°0のCP合：，tが必

要になるため、今［uJの改訂では、初J)J;’t－－の創

事，，，の推焚CP合：J：ーを 15%としている 分娩

直前の.fL午における蛋l’iやアミノ般の柏官な

要＞Rl1Uこ｜均しては、このように未定の部分が

5乾乳牛飼料中のエネルギー濃度

前版 0989）では、乾乳期のflu］料，，，のエネ

vギー合l止は、 1.25:t¥1calKEtr kgD:t¥1として

Jたn ノ（[11］、乾乳則における D~IIの推定111{

Hめることができたので、これに、11てはめ

社、特産’｜二の乾乳i前期jにはこのエネルギ一

度で卜分であるが、分娩前l～2週間になる

：不足するおそれカfあることカfわかった。初j

f 1：は、帝王産’｜二よりもDMIが低く、 Ji.記長に

要するエネルギーカf、さらに、必要となるた

tめ、飼料 111エネルギ一合 I1i:-/J{l.25Mcal

¥EL1kgDMでは！VJらかに不起する

このため、今！日lの改訂では、乾乳時の移行

聞の飼料エネルギ一合r1｛推焚1111は、 l.62Mcal

¥fa.'kgD;.-Iに引上げられたc 乾乳則におけ

るD1II推定値から、この濃度でも分娩111:前

:1±エネルギーが不起するおそれがあるらし

H しかし、これ以上に制料中のエネルギ－

t量を l：げると、制料中の易発酵性J,k:水化物

t量がI円え、ルーメン発酵やDMIに悪影判l

t及Ifす危険nカfある

制判.91のエネルギ一合盆を l.62Mcal

'Et1kgD;.1にすると、 2産日以降の午にとっ

てはおそらく過剰気味であるが、次のような

利点があるο ュ；~I：桃造性炭水化物の明1111 によ

る飼料エネルギー濃度の上昇は、分娩後の濃

厚飼料多給環境に対してルーメン微生物の馴

致を行うこととなる また、 2生産された多

ほの揮発性脂肪般がルーメン内情を刺激し、

乳頭上皮の伸長を促進し、 l吸収能）Jを向める

ことになるc さらに、 .：~ I濃厚飼料多給によっ

ておきるプロピオン酸産生が、インシュリン

分泌を刺激し、脂肪細胞からの脂肪の動nや

脂質問係の代謝病を抑制する

乳腺の発育に対するエネルギー要求日につ

いては、 3Mcal・ dのエネルギー追加を必要

とするという＼＇andeHaar ら I) の試~：怖がぷ

されているが、 II下紺｜は解説されていない

6.今後の研究に対する期待

今｜口lのNRC制長標準の改訂における、妊

娠牛の部分に関しては、詳細な栄養生JIR学的

な解説や計算の｝／：m-m拠がぷされていること、

エネルギー、蛍i'-1およびミネラル要求祉が、

体主700kg以上の多数のホルスタイン樋礼’，－.

のh母体分析から求められていることなどが印

象に残ったの

分娩前後の乳牛の栄長や't理については、

これまではどちらかというと、泌乳前期にお

けるほ午の採食J1tの1i1J1－.、繁前半の改？？ーなど

が話題となり、また、乾乳期については代謝

障害への関手についての研究に屯点がおかれ、

乾乳期におけるぷ紺！な栄養要求泣の検討は先

送りされていた感があった。妊娠牛の代謝や

去を分要求i止に｜則する研究は、胎児の栄養補給、

乳腺の発育や再中状況の把握などl法的に｜材

難な点があったが、今［njの改定では、この点

に対して少しづっメスが人れられ始めたこと

は印象に残る点である 分娩前後の変化は移

行期（transition）の請が示すように相互に
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関連したものである

しかし、分娩前の乳腺発itに要する益分要

求世、摂取蛋i’lから胎 f高有tiff内への変換効

ネなどの白｜；分に限っても、今［11］のNRC1M益

標準においても、まだ、 tT-H11根拠が明確で、な

いイ汁 e分な部分が数多く残っていることも事

実であり、妊娠’1：、特に、乾乳時の乳午の栄

長特理に関する今後の解明が待たれるところ

である

7.おわりに

現行の「l本島j去を標準（乳’｜二： 1999年）は

189ページの大きさで、 NRC制養標i~r;2001fド

版には厚きで正倒されてしまうが、胎 fが肉

用種および交雑穐（Fl) である場イ干の妊娠

時の要求：，tがぶしてあり、また、 H本のfl1iJ料

事情に配慮するなど、日本独特の状況に対応

しており、優れた点が多々あると思われる

供J式家音i!Ii数や研究サホート体制など、米

同研究機関との長は大きいが、研究者個人と

しては、日本の酌I~の実態を踏まえて、効宇

の良い乳午創養をすすめるために、日本の飼

養標準をもり立て、さらに、 NRCに5IJHさ

れるような優れた成果を残せたらと考える
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｜ ミツバチによるポリネーションは、温需内のイチゴ、ウリ科柏物から、栄樹i点｜（リンゴ、オウ卜
｜ ウ、ナシ）などに広がっている

｜ 古森県浪｜判!llJにて、 1996年5} J、rn1大学ミツバチ科午：研究施設松芥 光夫、侃影： /fill 忠附
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前理雄
（まえみちお）

（紛日本養蜂はちみつ協会

我が国の
養蜂の現状

1.自然界を支える養蜂

時事通信社の 「農業と経済jの 5月7日号

l；、養蜂が支える円本の自然という標題でノ

ンフィクション作家の田中淳夫氏の記事が掲

載された。

この記事には「一般に養蜂と言えば、日本

列島を南から北へ花を追いかけて歩き、ハチ

：ッを集めるイメージがある。だが、現在出

回っているハチミツは、ほとんどが輸入物な

のだ。ロイヤルゼリーやプロポリスも同じで、

国産のものはごくわずかしかないという 。現

在の主な仕事は、 ミツバチに果樹や野菜の花

骨を運ばせるポリネーシヨンになっている」、

ミツバチの利用が普及したのは、ハウス栽

唱の増加やホルモン剤などの使用を控えるた

めもあるが、農薬のため野外昆虫が減少した

：とが大きい。農薬は、害虫だけでなく、広

（野外の虫たちを殺してしまう」、「ところが、

ー』←

円本の養蜂家は減少する－}jだ。（中略）放

たれるミツバチが減れば、自然界にも影響が

あるのではないか。実をつけず絶滅に追いや

られる山野草も出るかもしれない。これは容

易ならざる事態ではないだろうか」と記され

ている。

引用がやや長くなったが、短い文章の中に、

見事に日本の養蜂の現状を記述しであるので

紹介した次第である。

2.ピークは54年ごろ

農林水産省の資料によれば、昭和35年以降、

飼養者数が一番多かった年は、昭和54年で、

1万1785人であるが、その後は概ねコンスタ

ントに減少し、平成12年にはピーク時の半数

以下の5342人となっている。

一方、ほう群数もほぼ同じ時期の昭和54年

表 1 みつばち飼養者数とほう群数

年次 飼養者数 養蜂数

昭和35年 9,297 109,948 

40年 9,055 209,419 

45年 9,659 243,088 

50年 9,139 306,262 

51年 9,684 321,566 

52年 10,275 326,025 

53年 11,056 323,253 

54年 11,785 326,292 

55年 10,918 320, 171 

56年 10,869 315,489 

57年 10,338 307,334 

58年 10,266 299,330 

59年 9,883 291,209 

60年 9,499 284,719 

61年 9,295 281,798 

62年 9,147 281,798 

63年 8,769 269,292 

平成元年 8,582 258,322 

2年 8,281 252,993 

3年 7,941 248,812 

4年 7,535 230,590 

5年 7,221 226,214 

6年 7,050 220,234 

7年 7,235 214,112 

8年 6,560 206,746 

9年 6,261 199,846 

10年 5,780 195,352 

11年 5,513 188,561 

12年 5,342 184,234 

資料：農林水産省「養ほう関係参考資料」 （以下同じ）
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がピークで、 32万6000群で、現状は、 18万

4000群になっている。

これを階層別に見ると、現状がピーク時の

2分の l前後となっているのは200群未満の

層であり、 200～499群の層や500群以上の肘

では、ピーク時の71～88%の水準を維持して

いる。つまり、他の農業分野と同様に小胤模

階層が減少し、中規模ないし大規模層は何と

か頑張り続けているということになる。

3.転飼の減少は緩慢

養蜂振興法では「はちみつ、もしくは、み

つろうの採取λは越冬のため、みつばちを移

動して飼育する」ことを 「転飼」というが、

転飼 ・定飼に関わらず、業としてみつばちを

飼育する者とその群は、都道府県知事に凶け

なければならないことになっている。

一般的には、転飼業有は大規模創養者が多

いが、大きな山を有する都道府県とか、南北

に長い都道府県の業者の中には、 ni~－内を低

地から同地へ、市から北へ、花の開花時期が

ずれるのを利用して移動するために許可を得

ているものもある。 8 方、もっと大きな業者

は、 200群前後の群数を単位とするチームを

編成して、鹿児島 ・宮崎を起点にして、日本

列島を縦断的に移動して養蜂を営んでいるが、

これは県外許可を得た業者である。

｜昭和55年頃をピークとして、それ以降は県

内・県外の許可件数 ・群数ともにほぼコンス

タントに減少してきている。

県外転飼許可件数の多い県を順に挙げると

鹿児島県、北海道、秋田県、千葉県、青森県、

長野県、和歌山県である。しかし、許可群数

で見ると、北海道、鹿児島県、秋田県、千葉県

ということになる。 j置かくてポリネーション

の多い鹿児島、千葉県で滞在し、みつばちを

越冬させ、みつ源の多い北海道、秋旧、青森、

30 
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。
ail 
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図 1 ほう群数の推移
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図2 規格別群数の推移

可
万群
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昭 キ
40 55 59 62 2 5 8 11 年

図3 転銅許可群数

長野県で採みつされる姿が浮き彫りになる

4.はちみつの自給率lま9%

裁が同のはちみつ生産量は、 57年の7300ト

ンが過去の最高本準で、飼主主者数、群数の減

少とともに生産量は減少し続けているじ

-)j、はちみつ輸入量は、中問、アルゼン

チン固などから約3万5000トン（過去の最高

は、平成 2年のいわゆるはちみつブーム年の

6万9000トン）、輸出もわずかにある。平成11

年の消費量は 3万8000トンとなっているが、

昔'i~技術 2001年IOfl ~· 



fの自給不は、わずかに9.1%に低下してい

9_ 

養蜂家の平均年齢は63歳を越え、後継者の

’；Iない経背が74%にものぼる。

みつ源れんげやみつ源樹木も養蜂家の懸命

t努力にもかかわらず減少している上、ヨー

ロッパ原産の豆科植物の食害昆虫であるアル

77ルファータコゾウムシが愛知県・岐阜県

以西の西日本に増殖し、れんげを食い荒らし

切で、今年のれんげみつの収量は、平年の

故%に低下すると予想されている。

それやこれやで「国産・天然」を探勝する

制f国の養蜂家の生産環境は、誠に厳しく、

かつ、深刻な状況にある。

5.ポリネーション効果は抜群

いちご、メロン、スイカ、モモ、サクラン

8万トン

「－

53 55 57 59 61 63 ~ 4 6 8 10 12年

図4 はちみつの生産・給出・消費量

旬。干へ7合一Jレ
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ボ、オウトウ、大根、キャベツ、シシトウ、

マンゴウなどの施設問芸およびリンゴ、オウ

トウ、ナシ、カキ、ウメ、モモ、サクランボ、

クリ、キュウリ、カボチャ、タマネギ、ブロ

ッコリーなどの施設問芸以外の園芸において、

冒頭に紹介した田巾氏の記事に「ある梅林に、

巣箱を lつ置いただけで、ウメの収宣が数情

に増えて問主が仰天した」との話が紹介され

ているが、今やみつばちなくして園芸なしの

時代になっている。

どの位の人が利用しているのか、農林水産

省畜産局の資料によれば、施設園芸では、利

用組合数は、 1011組合、 2万9900の農家が利

用し、みつばちの群数は、 10万1000群にのぼ

る。施設問芸以外では、 438組合、 2万戸の人

たちが、 3万1000群あまりを利用している。

（いずれも、ド成11年度）

ポリネーション効呆は、作物の収量のみな

らず、色・形にも良い影響があるため、品質

向上効果を作って怨像以上の効果を生み山し

ている。我々が専門家の先生たちで構成する

研究会を創って検討した結果、みつばちの産

出額は、 3500億円強となり、ブロイラーの

2800億円を上回るものとなっている。

さらに、多様な媒介昆虫によって、多様な

植物が繁栄し、その多様な植物系は大気環境、

水分環境、生物（ことに人類）環境を形成し

ており、「気候の温和化作用」、「士砂災害防

止機能」、「二酸化炭素固定化機能J、「風号害

防止機能」、「生物多様性維持機能」、「水源か

ん養機能」、「展観形成機能」などの多Ji面に

わたる機能がある。

もとより、花を咲かせる植物のすべてに、

みつばちが関わるわけではないが、花粉媒介

者の激減という状況の中、管理可能な媒介者

としてのみつばちの重要性はますます増して

いくことになる。
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国際協力情報

ブルガリアのヨーグルト事情
斎藤 明敏（さいとう あきとし）ブルガリアはつ酵乳製品開発計画プロシー工ク 卜

1 .はじめに

酪農同ブルガリアには乳の特性を生かし、

現在までに引き継がれてきた様々な伝統的な

乳製品がある シレネー （白チーズ）、カシ

ユカバール（イエローチーズ）のチーズ類の

他、何よりも忘れてはいけないものにヨーグ

ルトがある。本報では日本でもおなじみにな

っているブルガリアのヨーグルトについて述

べたい。

2 .ブルガリアのヨーグルト事情

l ）歴史的背景

ヨーグルト（はっ酵乳）の起源に関しては、

アジアから中近東、ヨーロッパにかけて様々

な説が流布している。中でも、ブルガリアが

位置しているバルカン地方をヨーグルトの起

源と考えている説が最も支持されている。ブ

ルガリアのヨーグルトは先住民族のトラキア

人が酸乳を作り始めたことがきっかけとなり、

その後、ブルガリアを支配したスラブ人（ブ

ルガリア人）に引継がれ、現在まで伝統的な

はっ酵乳製品としてブルガリア人の食生活に

根づいている。また、ノーベル賞を受賞した

ロシアの生物学省のメチニコフは、ヨーグル

トを常食しているブルガリア人が長寿で、ある

ことを発見し、ブルガリアのヨーグルトを

「不老長寿の妙薬」として広めた。これをき
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っかけとして、ヨーグルトが全世界に広まっ

たことは有名で、ある I）。

2）現在の状況

前述のように、ヨーグルトはブルガリア人

の生活に欠かすことのできない食品であり、

スーパーマーケットやマガジン（小売店）で

簡単に購入することができる。ブルガリアで

は圧倒的に無糖プレーンタイプが多いが、甘

味付、もしくは、フルーツ入りのデザートタ

イプやドリンクタイプも詰千ながら市場に出

阿っている。フルーツ果肉入りデザートタイ

プやドリンクタイプはフランスのダノン社が

参入してから市場に現れるようになった。ま

た、筆者の在住している首都ソフィアから地

点に出れば、道端や民家で門家製ヨーグルト

（無糖プレーンタイプ）を購入することがで

きる。

ブルガリアでは、牛乳から造られる普通の

ヨーグルトの他に、オフチェといわれる羊乳

から造られるヨーグルトも下手しのとれる夏場

に市場に出てくる。羊乳ヨーグルトは牛乳ヨ

ーグルトと比較して、乳脂肪分や無脂乳固形

分が高く、しっかり固まっているのが特徴で、

あり、独特の風味と濃厚感（コク）を楽しむ

ことカfできる。

3）ブルガリア人の食生活とヨーグルト

日本ではヨーグル トは甘味を付けてデザー

ト感覚で食べるケースが多いが、ブルガリア

ぜ百斤i技術 2001年JO月号



~Ii、伝統的なはっ酵乳製品だけあって、

がな食シーンに登場する。

もちろん、代表的なブルガリア料埋の中に

｜トグルトを使った料理もある 例を挙げる

L「タラトール」はキュウリとニンニクの

わた冷たいヨーグルトのスープであり、

スネジャンカjはキュウリの入ったヨーグ

川サラダである。これらは甘くなく、ヨ－

Mト特有の爽快な酸味とほど良い濃厚感を

年っていて食欲を増進させるメニューである。

さらに、「アイリャン」というヨーグルト

ドリ ンクもあり、これはプレーンヨーグルト

はで割った、いわゆる「ブルガリア版乳酸

自飲料」である。そのまま飲むケースが多い

切の、好みに応じて微量の塩を加えること

もある。「アイリャン」は喫茶店やレストラ

ンで注文することもできる。

また、「ムサカ（ブルガリア料理のひとつで、

岐粉、挽肉、ジャガイモをフライパンで焼

いたもの）」のヨーグルト添えのように、ソ－

1やドレッシングの代わりにヨーグルトを使

7パターンも見受けられる。これらから、ョ

イルトがブルガリア人の食生活の様々な面

？取入れられていることを改めて認識できる。

Lヨーグルトの製造技術

1）ヨーグル卜製造技術概要

ヨーグルトを造るには、ベースミックス

むを加熱殺菌した後に礼酸菌を添加し、

此前後で、ヨーグルトになる（乳が凝固して

ドドが形成される）まではっ酵させる必要

地る。ベースミックスの成分調整、殺菌条

ヘ乳酸菌の選択、はっ酵温度、はっ酵時間、

初他の製法上のアレンジなどは各製造元の

／ウハウに委ねられている。

1）伝統的な自家製ヨーク・ルトの造り方

7ルガリア囲内のドナウ川沿いの町ルセに

ー』ー

近いゲツフスコ村での自家製ヨーグルトの製

造方法を参考までに以ドに記す2）。

まず、午、羊、山羊、本牛などから絞った

ばかりの乳をろ過した原料乳をきれいな釜で

ぐっぐっ煮える（85℃～95℃）までゆっくり

温める。この温度を守って、 30～40分間おい

て殺菌する。牛乳の場合は水分を5分のl程度

にまで飛ばすために、さらに、時間をかけて

温める。その後、釜をきれいな蓋でしめて、

ウールの毛布できちんと覆い、ミルクが46～

48℃程度（指で熱さを感じない程度）になる

までゆっくり冷やす。

ミルクが冷えている問に、ヨーグル卜のス

ターター（種菌）を作る。作り }jは少量の原

料乳を煮て、前の日のヨーグルトを入れては

っ酵させる。近所の主婦向上がお互い話し合

って、おいしいヨーグルトを探し、スタータ

ーを交換していたので、自然と良質なスター

ターが選抜されていたようである。

このようにして出来た新鮮なスターターを

上述の冷やしたミルクに5%程度加え、よく

かきまぜてはっ酵を開始する。はっ酵中は釜

を動かさないよう気をつけて、約3～3.5時間

保持させる。はっ酵しているミルクの人った

釜を涼しい地ド室に置くと、ヨーグルトは最

終的に15℃前後まで冷える。

以上が自家製ヨーグルトの製法である。こ

の中に白然と良質のヨーグルトをつくるため

のノウハウが組込まれている。

3) JICAブルガリアはつ酵乳製品開発計画

プロジ‘エクトの技術協力

ヨーグルトの製造技術に関して、日本をは

じめ先進諸国は、上述の伝統的製法をもとに

改良し、温度管理などの厳密な工程管理や衛

生管理のもと、常に良い品質の製品を大量生

産できる状態までに技術が向上した。

市場経済導入後のブルガリアの階農事情を
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写真 1 LBフルガリカム社での実験風景 （無菌操作）

背景に、ブルガリア政府は、ヨーグルトなど

の乳製品の品質改善と、同時に、凶有財産で

ある乳酸菌コレクションを卜分に活用できる

ような技術移転を目的とするプロジ、エクトへ

の技術協力を日本政府に要請した。円本政府

はこれを受け、 1997年7Jjl日からJICAブル

ガリアはっ酵乳製品開発計画プロジ、エクトを

発足させた。

協力活動内容は、①原料乳品質管理の改善

のための現状の問題点分析および改善万法の

提言・普及、②はっ酵乳製品開発のための乳

酸菌特性評価技術の開発、＠スターター（種

菌）の生産・利用技術の開発、ならびに、④

乳製品加工技術の開発であり、ブルガリア側

の協）J機関（LBブjレガリカム社、農業林業

省ソフィア中央畜産検査所）にて現在順調に

技術移転が進められている。

34 

写真2 ブルガリアはつ醇乳製品開発計画プロジェク

トの／＇＼ンフレット

4.おわりに

本報ではブルガリアのヨーグルト事情につ

いて、歴史的背畏から現状までまとめたoブ

ルガリアには素晴らしいヨーグルト文化があ

り、また貴重な乳酸菌資源もある。これを活

用していくことが今後のブルガリアの乳製品

産業、ひいてはブルガリア全体の発展につな

がると期待される。

参考文献

1 Rasic,J.L. and Kurmann,J.A.：ヨーグルト・その基
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新潟県

こだわりの
『村上牛』生産

の取組み

渡部映チ（わたべあきこ）
新潟県農林水産部畜産課

ダラピアB頁

l .はじめに

全l刊に、いわゆる「ブランド干ll牛jと称さ

れるものはいくつかある そのなかで吋新潟

県の誇る「村上’1－－」について紹介する

2.地域の概要

「村上午」は、新潟県の11立北端に位置した

岩船地域の 7rli町村（グラビア）で生産され

る黒色和極である fl船地域は東は雄大な飯

陸連峰と朝jH述峰、州は日本海に面し、稲作

がj農業組，，~産額の約53°0を市めている 市産

も38%と県平均の1590を大幅に上回り、県の

畜産振興における重要地域である

3.「村上牛jの誕生

1i骨｛｝地域では、黒毛和種肥育が占くから行

なわれ、それなりのよF価を得てきた F しかし

ながら、各市町村・良協同における飼養管瑚、

長畜選定、 tH街体制に対する考え方や取組み

は統・されていなかった そこで、牛肉の輸

入自巾化などの般しい状況を背討に、地域内

の協調した取組みの結果、統一銘柄「村ヒ午J

が誕生し、、F成IC年3月に＊京都中央卸売r1T

場に初出柑した 現在、さらに、品質の向上

と統イとを凶っている

4.「村上牛Jの生産・出荷体制

「村上午」の生起・出術については、「協

同活動強化運動を基本とした肉午事業の発展

と｜勾午農家の経件向上に寄与する」ことを Ii

的とした村 tt・1k産協議会が設。：され、次の

)j針に基づいて連予？されている

1 ）「村上牛」の枝肉スタンプの使JU条件：

k肉牛畳録制度）JU入出家、 2，導入・販ッ’t
の系統利用、 （記枝｜勾取引規格4、5等級

2 ）出街および方法： （1）年間出荷計画の提出
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（四半期毎に見直し）、②出荷牛に対して

基準の設定、③売買に関しては全て系統

販売規定による。

3 ）検討会・研究会の実施。

4）「村上牛Jの広報、宣伝の実施。

5 ）ほう賞制度の実施。

定時定量出荷のため、東京中央卸売市場食

肉市場への出荷は毎月3回（ 1回13頭）程度

を目標としている。

5.村上牛の品質評価

平成12年度は出荷頭数560頭、うち4等級以

上は386頭（68.9%）であった。銘柄牛として

は、日が浅いものの、東京中央卸売市場食肉

市場では大変尚い評価を得ている。平成8年

度の全閏肉用牛共励会では、出荷した8頭中

の6頭が入選し、そのうち、 l頭が最高位の

「名誉賞」（全国第 1位）に輝くという快挙を

成し遂げた。さらに、平成12年度全農肉牛枝

肉共励会（牝の部）でも最優秀賞を受賞した。

6.畜産強化への具体的な取組み

岩船地域は、農用地開発公団（現緑資源公

団）による新潟北部地域畜産基地建設事業

（昭和58年度～元年度）を始めとする尉と県

の補助事業の活用および岩船畜産振興協議会

による市町村 ・農業団体総ぐるみの畜産振興

が図られ、以下の事業が実施されている。

1 ）導入素牛の血統の整理・指定

2 ）実証試験の実施 ：①肥育試験牛の設置、

②飼料作物実証岡場の設置。

3）技術研修： ①肉牛講演会、②生産者交流
A 

＂＂。
4）共進会の実施および参加。

近年は「一味違う黒毛和牛」生産にこだわ

り、牛肉の味 ・風味に大きく関係する脂肪成

分を定期的に分析し、その結果を飼養管理へ
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反映させている。

7.消費拡大に向けてのPA 

おいしい 「村上牛jを県民にPRするため

に、新潟市内のホテルで、市 ・観光協会など

で構成された実行委員会主催による「村上牛J
フェステイバjレが 7月27日に開催された。今

年は第10回にあたり、 560人が参加した。フ

ェスティパルでは「村 k牛」をたっぷり味わ

ってl人5,000円ですむために、毎年楽しみに

している人も多く、「あっjという聞に前売

券が売切れる程の盛況であった。このフェス

ティパルは、消費者へ 「村上牛jのおいしさ

をPRできただけでなく、生産者と消費者の

交流など「一石二鳥」の効果があった。参加

者の巾には、子供連れも多く、子供達が［村

上牛Jのおいしさを知ることが将来の「村上

牛Jの消費拡大へつながると期待している。

8.今後の課題

良い肉牛を作るためには、良い素牛の確保

が重要である。これまでは、ほとんど県外導

入という状況であり、産地としての基盤が不

安定なことが大きな課題であった。そこで、

優秀な素牛の安定確保と導入コストの低減を

阿るために、受精卵移植技術の活用による素

牛の地域内確保を目指している。採卵用に優

秀な繁殖牛を導入するとともに、酪農家との

連携のもとに、体外受精卵移植に取組んでい

る。さらなる、「村・上牛」の生産の基盤強化

を図り、「ブランド和牛jの輝く産地として

脚光を浴びることを期待している。

畜産技術 2001年JO月サ



文献業情報

NDFと脂肪含有量に富む食晶製造副産物の給与が
泌乳前期の乳生産に及ぼす影響

従来、食品製造副産物は、季節

性、保存性、成分の偏り、さらに

ム乳肉などの製品の品質への影

，の懸念などから、その給与はあ

り）歓迎されていなかった しか

川「副産物Jは畜産経営におけ

いスト低減にとって有効なツ－

Lでもあり、また、食品リサイク

惜の施行に見られる環境立識の

高まりのなかで、その利用方策の

提示は、畜産分野においても緊要

、 f ~課題といえる。

t本報告の精の属する関東東海

鳩8都県の礼午協定研究グルー

7は、戎が図のTMR給与体系の

確立に大きく寄与したグループで

砧この数年間は、食品製造副

鞠の泌乳初期における利用方法

。提示を目標として、プロジ‘エク

卜研究に取組み、多大の成果を上

fている。本報告はその初年度の

機結果の報？？であり、我が国の

回』ー

占n照章他

日本音進学会報， 72(9). J351-J358 (2001) 

資源日と流通実態とを考慮して、

豆腐粕、ビール粕、生米糠を用い、

それらを含まないLB氏、それら

を13°o含むMB区、 26%含むHB区

の3区を設け、 l試験区24顕の乳牛

を供試して分娩後5日日より 15週

間におよぶ、反則合j養試験を実施

している その結果、乾物摂取量、

可消化エネルギー寂取量には差は

見られなかったものの、乳量は

HBrx：がLB区に比べて少なく、乳

脂克容は逆にLBIx：に比べてHB区、

MB区が高かった。要するに、給

与し過ぎはうまくないが、適切な

量であれば十分に使えるというこ

とである。給与し過ぎがなぜうま

くないのかについては、著省らは

非繊維性炭水化物（NFC）の不

足、脂肪の過剰によるルーメンの

微生物活性の低下の可能性を指摘

している。また、このあたりの裏

付けを得るために、飼養試験終了

後に全.~採取法による消化試験も

あわせて実施しており、 4彦察の信

頼性が著しく高められている

さて、それでは、それらの栄養

管理指標の適正化が実現できれば、

もっと食べさせることが可能で、あ

ろうか実は、 2年目の実験では

ビール粕、豆腐粕を3割合むよう

な飼料でも、問題なく高泌乳牛を

飼養できることが示されているの

で、そのあたりの話は、また、次

報を期待したい。

本協定研究グループの成績は、

「環境」、「自給j、「低コスト」と

いった課題の解決を正面から目指

す、まさに、時宜を得たものであ

り、その成果を、県内だけで活用

するのでは、大変惜しいと」管える

のは私だけであろうか。ぜひ、今

後とも、積極的に、広く公表され

ることをお願いしたい。

（帯産草地研究所寺田文典）
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護蹄管理按術
t1i本修（あおきおさむ）

日本装締師会・研究部

「護蹄（footcare）」は、広辞苑にも見吋た

らないほど、 ー般社会には馴染みのない月j請

である その概念は、民の蹄の健全性を維持

する必要性から 11：. まれた。占代ギリシャの.t！~

術家クセノフォンが、その若，I~：に「床に小イi

を敷き諦めて蹄を鍛え、誌を焼し、た熱い！版の

kを本かせて蹄を硬くし、歩くときは立；性の

髪の℃で編んだ版物を版かせるとよい」と，tc

したのが、その防矢であろう その後、 .u~の

護蹄行珂ー技術は、伸びた蹄を削-l;JJし、金属の

プレート（蹄鉄）を蹄の接地面に釘で防｜定する

「装蹄」という技術に結実して、本材である

金属が，7銅から鉄、鉄からアルミニウムへと

変遷しながらも、その技術は連綿と引継がれ、

現在も競走馬や乗馬の基盤技術の－っとして

体系化され、！日：界的にも広く定将している

-}j、古くは農耕や述搬に活躍した’ドにも、

馬の装蹄から派生して基本的にはいjじ｝j法で

装蹄が行われていたが、’｜二の飼長目的が乳や

肉の生産に限られた現在では、蹄鉄を用いず

に「削蹄」だけが残って、午独l’！の護蹄管理

技術として広く汗及している

馬の装蹄と午の削蹄は、蹄鉄の有無の述い

を除けば、よく似た護締管理技術ではあるが、

それが要求される背民は大きく異なっている

馬では、品椅改良が進み、馬体の大型化や運

動能力が飛躍的に向上するなかで、蹄の過剰

磨耗が問題となり、そこに磨耗防止対策とし

て蹄鉄を取付ける技法が編み出された とこ

ろが、午は狭い牛舎で飼われ、運動量が不足

することから蹄の自然磨耗が停滞するため、

38 

そこに人為的な削蹄技術が必要となるのであ

る すなわち、馬と牛では、そのニーズがま

さにlE以対のヲE忽に十艮ざしている

牛馬をllUわず、装蹄あるいは削蹄は必要不

可欠の占蹄管煙技術であるとの認識から、日

本装蹄師会では、附40年代前ドから、それ 1
ら技術.ri－の認定資佑制度を発足させて、認定

装蹄師と認定牛削蹄師の主主成に努めている

現在、認定資格を取引｝して本会に所属する技

術者は、装蹄師が約500名、牛削蹄師が約

1000名であるが、牛削蹄師については、全国

の牛飼長頭数に比べて、まだまだ不足してい

るのが尖↑，jで、ある 今後、競定馬や来馬を対

象とする装蹄は、伝統的な技法を継点しつつ

も、単なる護蹄管理技術から脱却して、バイ

オメカニクスを取込んだスポーツ科学への昇

華が期待されている 牛の削蹄については、

蹄病の予防あるいは蹄の過長や変形のF防を

通じて生産性の101I二に資するため、安全で簡

便な諜蹄行理技術の確立に向けて、現在、

機々な施策が推進されている

ところで、広い立味での護蹄管理技術とい

えば、豚や下なども含めて、蹄を持つ家畜す

べてに該吋する概念として認識しなければな

らない、また、装蹄や削蹄に限らず、飼料や

栄養面からのアプローチ、！既舎や牛？？の構造

や床面の来材など、様々な環境要点につい／

も配慮する必要がある しかし、議蹄管理技

術といえば、今でも、依然としてそれは装蹄

や牛削蹄の代名詞といっても Jい過ぎではな

いであろう ，

f.dl：筏帯＇f 2001｛！；・!Oil甘



チリの午乳の生産流通関係で信

維の高いデータは、乳業プラン

トの生乳荷受託である。その推移

l；、1990年以降は1998年まで順調

J増加したが、 1999年以降 2年間

4減少している

乳業プラント術受i止の急速な増

の理由は、階段の近代化に伴う生

誼の増加と酪農家からプラント

への出荷方法の改常ーが4考えられる。

生産量の数割は乳業プラントの街

fけにはなっていないが、これは酪

室生乳および加工乳製品生産量
員品／年 1990 

Eヨ1..;11~路調置

チリの酪農事情

民家が近隣の住民に直接販売する状

況があるためである。この際、ペッ

トボトルなどを容器に使っている。

チリの乳用午は、専用筏である

ホルスタイン種と乳肉兼用種のオ

ベロネグロ種（門黒斑）、オベロ

コロラド種（内赤斑）およびそれ

らの交雑種などである オベロ種

はドイツ系の乳肉兼用種であるフ

リージアン種に起源を発する。一

般に、オベロネグロは乳量タイプ、

オベロコロラドは産肉タイプと認

1995 1996 1997 1998 

i哉されている。

チリの地方行政区分は？？都サン

チアゴと12の州とからなっている

このうち、南緯40度～44度付近に

位i売する第10州は、特に、断庄の

盛んな州で、全同坐産盆の約 6割

をr1lめる。第10州にはネッスル社

をはじめとする乳業プラントも多

く立地している

（家畜改良センター 海外協）J謀

市t~ 政男）

（千リ ットル、トン）

1999 2000 対前年比

(2000/1999) 

生乳生産量 1,380,000 1,850,000 1,924,000 2,050,000 2,080,000 2,050,000 2,060,000 0.5 

生乳荷受量 890,301 1,357,870 1,406,426 1,496,833 1,530,024 1,469,716 1,447,213 -1 5 

加工乳製品：

問手l 138,034 225 180 235,452 270,662 268,758 279,482 275,193 -1.5 

明現 45,126 61,418 63,344 65,726 70,877 60,597 59,669 -1.5 

カッテージチースな 5,422 5,873 6,292 7,106 7,631 7,034 7,167 1.9 

チーZ 24,513 40,816 42177 43,712 46,528 44,777 44,718 一01 
ヨーデル卜 50,939 67,663 73,744 79,423 82,243 100,203 106,624 6.4 

7リーム 7,315 10,789 11,361 13,723 13,731 13,142 16,125 22.7 
ii空ー 6,448 6,651 6,452 9,582 11,159 11,007 9,855 -10.5 

とテンスミルク 8,325 8,674 8,937 10,219 13,244 15,742 24,400 55.0 

4典．チリ農業省調査政策部（2001)
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農村物価指数
（平成12年）

、！と成12｛ドの出版物価栴指数（‘＇；＿：

1& 7 {f：を100.0 と する 以ド l••J じ）

の総合は87:1となり、 1ilJ年に比べ

5.9%低ドした、また、 J~'l::t ＇！：純
資材f而的指数の総合は101.9とな

り、 rili年に比べ0.2%低下した

などがf氏下したことにより、全

体では5.9%低ドした

肥料 （ム1.2%）などが低Tし

たことにより、全体でliO.~%

低下した。

1. 院佐物価it行指数のうち、 U'iJ)g 

物 （0.6%）などは上好したも

のの、米（ム7.6%）、野菜（ム

12.1%）、 仁~農作物（ム7.1%)

tYi i>rr物価格指数が0.6%1：対

したことについては、’l：乳、 l勾

市および抱卵は低下したものの、

子市とbxtYiカ｛1ilIl：がり したこと

による

2. 民業生産資材価絡指数のうち、

資産JIJ動物（3.2%）などは L

対ーしたものの、飼料 （ム2.7%）、

飼料価絡指数が2.7%低下し

たことについては、とうもろこ

し、大ぱかすの価格が輸出闘の

作柄込やl'J尚の影符でト務傾向

に推移したことなどによる

農産物価格指数 （平成7年＝100) い農業生産資材価格指数 （平成7年＝100

種別 ウエイト平成8年 9 12 対前年
封前年

10 11 種別 ウエイト 胃成8年 9 10 11 12 ll! 
量落事・＂）

厳産物l総合｝ 10,000 99.5 93 4 100.1 92.9 87.4 "5.9 圃量生E置柑昌吉） 10.000 102.2 104.3 1040 102.1 101.9 _,o; 

米 2.970 98.7 90.1 92.1 85.4 78.9 L>. 7.6 種酋友び苗木 516 101 1 103.3 104.7 105.2 105.0 ,,01 

豆 66 1078 108.6 109.0 1145 109.1 L>.47 畜産周勘物 457 106.1 108.0 1062 1043 1076 32 

野 E臣 2.400 94.1 94.6 116. 7 977 85.9 ム 12.1 E生ぜな『揮届持園高 4 100.1 101.5 102.9 102.5 101.3 112 

県 実 1.044 104.3 80.6 89.5 832 81 9 L>. 1 6 
－ l聞酒耳毘唖1 so 98 7 100.5 101.3 101.0 100.8 .:.02 

花 害 598 89.7 94.4 104 2 89.0 88.4 L>. 0.7 中?fl/（園周持国華 15 100.5 102.3 1039 1040 104・ 0.1 

工芸農作物 539 110.5 92.5 86.7 107.3 99.7 L>. 7 1 士?fl/ 臨書掴： 24 99.3 100.9 101 7 102.3 1019 '°・' 
音量置物 2,056 103 5 103 1 98 9 98.3 98.9 0.6 子轟 ’調 理J 8 112.0 104.9 988 99.6 鋪4 .,42 

鶏 ij~ 173 112.9 112.4 94.0 1077 106.4 l'l.12 
－ l蟹軍用品r: 14 1079 108.8 106.4 104.7 1027 119 

生 軍L 829 97.3 97.1 97.5 96.9 96.2 企 0.7 '1.周牛子牛 10 113.8 120.7 112.5 99.6 112.0 124 

肉
1・ 739 105.6 105.2 100.9 97.6 96.0 61.6 乳周牛成牛 40 104.2 105.8 104 1 101.9 1071 

51 

間周牛去揖E青榊！ 119 100.5 103.6 103.4 100.4 98.4 6 2.0 肉用キ干牛l聾壇用） 46 108.0 108.2 104.3 103.9 108' 
40 

•. l'Jl！育制牛1 84 103.3 108.8 107.4 104.5 102.4 L>. 2.0 • f去骨1 182 107.5 109.3 109.9 110.7 114.7 
36 

• :ru唱畠すE膏牛； 64 106.3 116.0 104.5 91.2 100.9 10.6 • l’t用車すj 8 132.5 143.1 113.4 83.1 986 咽守

肉豚 325 110.7 105.6 981 95.2 91 7 L>. 3.7 肉用キ民牢曹畳毘1 14 104 1 104.6 105.5 102.7 1025 1、02
フロイラー 147 99.7 99.1 99.6 99.4 98.0 L>. 1.4 ・ 酬 tJr 42 1076 1山 102.6 911 鉛7 ~~ 

子 畜 275 110.3 109.1 100.1 98.1 109.2 11.3 肥料 1 018 100.1 103.8 105.5 106.2 1049 -'1 

乳子牛めす 13 120.7 125.5 123.3 125.1 ’553 24.1 飼料 1474 113.1 115.8 114.8 1043 1015 晶

54 ・邑 1 37 98.8 89.7 45.7 384 82.1 113.8 圧べ九大安 57 104.8 116.7 119.5 1154 1092 .; 

E膏周M 13 144.0 149.8 104.2 70 9 99 2 39.9 一館4、すま 15 114.0 115.7 122.0 1073 101.S al.l 

和子牛めす 79 110.8 108.3 106.2 106.7 110.9 3.9 尊管・I圃産中すま 15 106.8 116.2 120.6 129.7 132.6 22 

・ 4雪すh 115 108.0 1086 108.7 109.6 112.5 2.6 
981 a 19 ヘイキ 1 ・';J 70 110.0 116.1 1172 100.6 0.9 

子 勝 18 114.6 114.0 110.9 110.0 110.1 0.1 ビートパルプ 59 110.4 120.3 1158 1079 1089 

成

‘ 
40 104.2 106.1 103.4 103.5 106.0 2.4 

981 t,45 
とうもろこし 17 119.6 115.3 113.7 102.7 2.6 

乳周成牛 11 104.9 105.2 101.9 103.4 111.6 79 配合飼料 1.241 113.8 115.6 114.2 1034 1007 ;!B 
肉用成牛 29 104.0 106.4 104.0 1036 1039 0.3 成勉周 185 115.2 1191 118.4 1081 1051 0 

7附・用制）叩 111.6 112.9 111.6 1024 1004 ":: 

幼豚育成周 90 112.9 111.9 109.8 989 969 ¥6 

若隊肥育用 237 115.o 115.9 114.o 102.3 996 a幻
'1.周牛飼育周 368 113.7 116.0 114.6 103.1 100.o ゆ~？
肉用牛肥育周 182 113.7 115.1 1144 1似 2 101ムーン

資料：農林水産省「平成12年農村物価指数J（速報
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阜県畜産技術連盟

l.連盟の概要

岐阜県畜産技術連盟は、干成2年10月に

音産に関する新技術の向上と普及を阿るJ

ために発足して以来、今年で11年日になりま

した。そして、「畜産技術者等畜産関係者相

互の連絡を図り、もって畜産の振興に寄与す

るJことを目的として活動しています。

平成12年度の会員数は48名で、会員の職種

は県職員をはじめとする公務員が大半を占め

ていますが、民間の指導機関や農業｜占体、薬

品会社などの畜産技術者も加入しています。

本連盟の活動は、主に「畜産技術」誌の配

布などの情報提供と畜産技術活性化特別対策

事業による研究会の開催であります。

2.岐車県の畜産概要

岐早県の畜産は、平成11年度の粗生産額が

約424億円（全問第18位）で、本県の農業粗

生産額1.290億円の約33%を占め、農業の基幹

部門として位置づけられています。

畜種別にみると、鶏が202億円（47%）、肉

用牛が83億円（20%）、乳用牛が78億円

18%）、豚が57億円（14%）、その他が4億

円（1%）のJ!I貢となっており、中部圏の大消

費地を背長に発展してきました。

また、本県の畜産は210万の県民生活にと

って最も大切な食料の安定供給の他、地域社

会の活力維持、県上・自然環境の保全など、

本県の経済社会の発展と県民生活の安定を凶

k県民の生命・健康を守る「県民のための

聖業」を実現するうえで不可欠な役割を果た

しております。

本県で、は、このような中で、消費者に「安

‘』

全 ・安心・美味しい畜産物の提供Jを推進す

るため「畜産経営の健全な発展」をめざし、

草地造成等生産基盤の整備、家畜排せつ物の

資源リサイクルを基本とした畜産環境の保全、

畜産物のブランド化、低コスト生産への体質

強化、家畜の健康保持など、関係機関・団体

との連携のもとに、各種の施策が展開されて

おります。

3.第8回全国和牛能力共進会岐阜県大会の

開催

第8回全国和牛能力共進会岐阜県大会は、

「若い力と育種価で早めよう和牛改良、伸ば

そう生産」をキャッチフレーズに、来年の 9

月26日から30日までの 5R問、高山市の「飛

騨食肉センター」と大野郡清見村の「岐阜県

畜産研究所jにおいて開催されます。

本連盟では、こうした状況の中、畜産技術

活性化特別対策事業の研究会を、和牛の生産

技術に係る課題に絞って開催するなど、畜産

関係者が一丸となって「全共jに取組めるよ

う、微力ながら連携、協力に努めております。

大会実行委員会では、参加県のーっとして

出品牛対策に精を出すとともに、同時開催す

る「2002ファームフェスティパル inぎふ」

の開催も含め、万全の受入れ態勢を整えるべ

く準備を進めておりますので、全国各地から

多数の方々にご来場をいただき、本大会を盛

上げて下さるようお願いします。

（岐阜県農林商工部畜産謀酒井田 隆郎）

第 8回全国和牛能力共進会
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会員だより

財団法人競走馬理化学研究所

l .設立の目的と経緯

当研究所は、 1965年8月に第一三者の立場で

競走馬の薬物検査を行う機関として、東京都

世田谷区上用賀の地に財同法人として設立さ

れ、競定馬に係る薬物検査と検査法の開発・

改良の研究を中心とした業務を行ってきた。

1973年4月には軽種馬の血液型検査事業を加

え、薬物検査と血液型検査を主とする我が同

唯一の検査 ・研究機関となり、競馬の公正確

保と学術の振興に寄与してきた。この問、当

研究所を取巻く環境も変わり、施設の老朽化、

業務拡大による狭陸化などが進んだことから、

2000年4FJに事業所を栃木県宇都宮市に全面

移転し、効率的な業務推進を凶る中で、その

使命を果たしている。

2.組織および施設の概要

当研究所の組織は、企画調整室、総務部、

検査部、研究部の 1室3部からなり、部には

6課が所属し、職員数は48名で、その他に役

員、 l属託、臨時職員などの若干名からなる体

制である。

施設は、管理運営とそれに拘わる事務室、

競走馬の薬物検査と軽種馬の血液型検査を行

う検査室、薬物検査法の開発と遺伝子に関す

る研究を行う研究室などのある本館研究練お

よび大型冷蔵庫や液体窒素室などの付属建物

棟がある。施設の延面積は約5.000ばである。

3.事業の概要

当研究所の第一の事業である薬物検査は、

競馬のドーピング検査で、競馬法の規定に基

づき、競馬に出走した馬から採取した尿、ま

たは、血液を検体として、禁止薬物52品目65
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薬物の有無を検査している。この他、競走馬

に使用される医柴品、飼料、飼料添加物、健

康食品などについても、禁止薬物が含まれて

いるか否かの検査を行っている。また、国際

公認競馬化学者協会が主催する会議や国際熟

練度試験に参加するなど技術の向上に努めて

いる。

一五、血液型検査は軽種馬の血統登録のた

めの親子、同定と個体識別のための検査で、競

馬と生産に関する間際協約、ならびに（財）

日本軽種馬登録協会が定める登録規定に基づ

き実施している。この血液型検査は2002年か

ら、もっと判定効率が高いDN A型検査に変

更されることになっている。さらに、これら

の事業を支える研究業務では、薬物検査法の

開発としてアナポリックステロイドホルモン

などの検査法の開発やDN Aマーカーを応用

した軽棺馬の親子判定と個体識別の実用化の

ための種雄馬・種雌馬のDN A型データベー

ス構築を行うとともに、毛根を検査材料とし

たDN A型検査法の開発を進めている。

4.おわりに

競馬における公正確保は、最も重要な基本

的要件であり、その一翼を担う当研究所にお

いては、事業の的確な実施はもとより、効率

的、かっ、省力的な運営体制の確立と国際的

な対応が求められている。役職員一問、心を

一つにして競馬の公正に貢献すべく、業務を

鋭意推進してまいる所存である。

今後とも、関係者各位のご指導、ご支援の

ほどをよろしくお願い申しあげます。

（競走馬理化学研究所 企画調整室長

夏野義啓）

畜遊技術 2001年JO月号
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牛と国際交流

インドネシア共和国のスラウェシ島の中

央部に位置するタナ・トラジャ県の舟形屋

根を特徴とする伝統家屋 「トンコナンJ10 

棟の修復が、前沢牛で有名な岩手県の前沢

町立牛の博物館の関係者を中心としたトン

コナン修復支援活動委員会の手により完成

した。

午の博物館は平成 7年に開館し、「牛と

人との共存を探り、生命・自然・人間を知

るjを基本に、自然科学的側面と人文科学

的側面から、牛の文化に関する資料収集お

よび研究をする博物館（本誌1997年3Jl号

42頁）で、これらをもとに「生き物として

のウシ、人との関わりの中のウシ、産業と

しての午」をテーマに常設、企画展を開催

している（現在は、第12因企画展として今

年の10月8日までの予定で「クローン～性

と生命を考える」を開催中である）。

日本でも良く知られるトラジャコーヒー

の産地として有名なトラジャは、山岳少数

民族であるサダン・トラジャ族が居住する

地帯であり、 トンコナンは彼らが占くにユ

ーラシア大陸からこの地に移り住んだ時に

用いた船の形をかたどっているといわれる。

トラジャ族は葬祭儀礼を大切にし、その中

心として水牛がある。水牛は、死者を天同

へ導くネr11聖な動物とされ、使役などには使

われずに大事に飼われている。

牛の博物館とトンコナンの係わりは、こ

のことが発端となっている。「牛の博物館」

が開館するときに、メインの展示物のひと

つとして、このトラジャ族と水牛の文化が

取り仁げられ、展示用のトンコナンの製作

にトラジャの大」二さんなどを招聴したこと

から、前沢町民とトラジャとの相互の人的

交流がなされるようになった。その中で、

近代経済に飲込まれ、伝統的文化が失われ

てゆく現状のーっとして、物価の上昇など

でトンコナンの修理 ・維持も出来ない現状

が話題になった。これをきっかけに午の博

物館に事務局を置く支援活動委員会（NG

0）が作られ、募金活動を行い、 一般市民、

同体などを含め約550万円強の資金が集ま

り、修復が完 fし、今回、無事支援委員会

が解散する運びになったことが伝えられた。

この活動の成功した大きな側面として必

要な資金を集めるだけでなく、小さい組織

でありながら現地調査を繰返し、現地の怠

欲、また、現地の力を充分にくみ上げるとと

もに、支援委員会として、地域社会におい

てフォーラムの開催など相互の文化を守る

ことの重要性について、地域の理解を得る

地道な活動を行ったことにあると思われる。

また、これらのことが地域社会の理解を得

るばかりでなく、文化関係財団などからの

寄付を得る原動bとなったと考えられる。

畜産技術協会はその活動の一つに国際協

力事業への支援を揚げ、回、 JI C Aなど

の指導のドにさまざまな活動を行なってお

り、この活動は、国レベルのこととして重

要であるが、牛を介しこのような国際交流

がなされていることも、日本の畜産に携わ

るものとして大変喜ばしいことと考えてい

る。われわれが職業とする、産業としての

家畜としてだけでなく、動物を飼うことを

文化として捉え、今後、さまざまな局面で

これに続く国際協力の場が活発化すること

を期待したい。（H)

_J 
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地方だより

｜山口県 ｜

0放牧牛の無償貸し付け制度で耕作放棄地解消

山口県畜産試験場では、中山間地域活性化

の一方策として、肉用牛の繁殖雌牛を遊休農

林地へ放牧する試験に取組んで、いる。平成13

年度からその成果を現地へ普及させることを

促進するために「放牧牛の無償貸付制度Jを

発足させた。

市町村を通じて耕作放棄地に放牧する牛を

貸付けてほしいとの要請があれば、畜産試験

場が管理する放牧経験午を無償で貸付ける制

度である。

貸付牛は原則としてーヵ所当たり 2頭以上

。 。
佐賀県 ｜

0 「新世紀さが畜産確立運動」をスター卜

佐賀県では、「収益性の高い魅力ある畜産

経営づくりJを実現するため、平成13年度か

ら17年度まで、「新世紀さが畜産確立運動」

を展開することにした。

本運動では、畜種共通の推進目標として、

①自給飼料生産の拡大、②家畜排せつ物の適

正処理と有効利用、③家畜衛生管理の徹底、

④経営管理技術の向上、 また、畜種別の推進

目標として、①繁殖牛では、分娩間隔の短縮

などによる収益性の向上、②肥育牛では、

「佐賀牛」などの高品質牛肉の生産、③酪農
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である。現地まで牛を運搬し、さらに、電気

放柵や水飲み場の設置などを実証展示する。

併せて、牛による農地保全や景観保持効果に

ついての研修会を開催する。

すでに、県東部の 1ヵ所の24アールの耕作

放棄地に 2頭の貸出しを行っている。このほ

かにも、北部 西部地域からも要請があり、｛

関係者が高い関心を示している。

畜産試験場では、この試みが耕 ・畜・林の

農家が一体となった集落を守る活動として、

中山間地域の直接支払制度にも生かされるこ

とを期待している。

（山口県畜産試験場企画情報室 田中正贋）

。

では、泌乳能力の向上などの飼養管理技術の

高度化、④養豚では、繁殖率の向上などの高

生産性養豚経営の確立、⑤養鶏では、高品質

鶏卵・鶏肉の低コスト生産などを掲げていま

す。

これらの目標の早期実現を図るため、県段

階・地区段階に本運動の推進体制を整備し、

関係機関・団体が一体となって、畜種別実践

推進大会の開催や担い手農家に対する経営・

飼養管理技術向上に向けた指導に積極的に取

組むことにしています。

（佐賀県畜産課吉浦純孝）

畜産技術 20（）！年JO月号
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ー「協会だより

日究開発第lgB 

3事業名：肉用午遺伝資源活用

体制整備事業

会議名：ア成13年度［第I回家

畜生体情報技術検討委員会J

日時：平成13年8月8日

場所：家畜改良センター

出席者：桑原幹典（」ヒ海道大

学）、 IT!i1有保穂（l]j ！コ大学）、

中井博康（農林水産技術情

報協会）、丙村売平（東京大

学）、南波利昭・新山正隆・

賓川治・門戸緩 jこ・阿部昌

博・藤田和久・撫年i告・平

原さっき・奥村寿章（家畜

改良センター）、イ7橋朋子 ・

青井誠ー郎（農林水産省）、

藤井正司（J+t芝ITコントロ

ールシステム）、松川正（畜

産技術協会）

内容： 1，家畜生体用CTスキ

ャナーの開発経過の説明、

2家寄生体用CTスキャナー

のデモンストレーション、

および、 3事業（平成13～

15年度）の概要と 1＇今後の

事業の進め）］について検討

した

《事業名：斎産新技術実用化対

策事業 肉用午高度肥育技

術確立推進（畜産振興総合

対策事業）

会議名 平成13年度第 1問中

央推進会議

日時：平成13年8月お日～24日

場所：鹿児島県畜産試験場

出席者：小浮忍（山「1大学農

学部）、小西一之（奥羽牧場）、

、lι尾J（倫（鳥取牧場）、撫年

浩・藤田和久（家畜改良セ

ンター）、甫立京子（畜産草

地研究所）、宮重俊一（九州

沖縄民業研究センター）、 Ill

｜刈健治（卜勝牧場）、太田原

健： ・鈴木賢 ・林野実（岩

予県農業研究センター）、取

IM兵朗（岡山県総合畜産セ

ンター）、永野保任・田原則

雄・丙博巳・坂下邦仁・別

府成（鹿児島県畜産試験場）、

計武朗（農林水産省）

内容・ 1、F成12年度までの

事業実施、 2千成13年度共

同試験実施、 3、j？：成13年度

幸fl;:tj-,1.j-についての検討およ

び 4共｜ロ］試験実施上の問題

点、の現地検討を行った。

0事業名：畜産新技術実用化対

策事業 「l動ほ育システム

定お化（畜産振興総合対策

事業）

会議名：千成13年度中央推進

会議、ほ育部会・繁殖部会

日時：平成13年8月31日

場所：畜産技術協会会議室

出席者：安藤達哉（北海道石

狩民業共済組合）、小岩政照

（酪民学聞大学）、梅野英俊

（北海道橋良検定検査協会）、

黒木博敏（熊本県酪農業協

同組合連合会）、新田英樹

（岩手県経済農業協同組合連

合会）、佐藤幸信（北海道立

畜産試験場）、凶辺忍（生研

機構）、近藤康三（中央畜産

会）、関浮菅朗（中央農業総

合研究センター）、大森正

敏・岡田佳チ（農林水産省）、

後藤秀幸・橋口 €'11 弘（家膏

改良事業団）

内容 '.11平成12年度実施事

業、 2平成13年度事業実施

計阿について検討した。

0事業名：企画情報部

会議名：「畜産技術」誌編集会

議

［｜ 時：平成13年 9月7日

場所：：畜産技術協会会議室

出席お：原田光久（畜産草地

研究所）、浜岡隆文（動物衛

生研究所）、門馬祭秀（畜産

草地研究所）、白戸綾チ（家

畜改良センター）、中川秀次

（日本装蹄師会）、石橋明 f

（農林水産省）、松川正・緒

方宗雄（畜産技術協会）

内容：「畜産妓術」誌10月

号.ll月号編集案、 12月号・

1月号企画案について検討

した。
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・・・・圃
協会だより

平成13年度に畜産技術協会が委託した研究課題（ 9月号よりの続き）
社団法人畜産技術協会がJRA特別振興資金助成事業として、平成13年度に委託する研究課題は次のとおりです。

No 研究課題 委託・助成先 担 当 者 役職 委託（千・助円成）額

肉用牛遺伝資源活用体制整備事業

( 1) 
大規模データに基づく黒毛利種牛に （社）家畜改良事業団

印牧美佐生 遺部長伝検査 4,000 おける経済形質のゲノム解析研究 家畜改良技術研究所

( 2) 
筋肉内脂肪細胞の分化制御と関連遺 東北大学

麻生 久 助教綬 2,000 伝子の解明 農学部

( 3) 
量的形質遺伝領域のマッピングのた 京都大学大学院

佐々 木義之 教綬 2,000 めの数理的解析手法の開発 農学研究科

( 4 ) 
牛品種聞において発現量を異にする 神戸大学

万年英之 助手 2,0〔）0筋組織遺伝子の解析 農学部応用動物学科

マ-v-予ベヂベ〉？？十句ト匂｛？？？？予予ベFサベf『F十令子ベ〉子守H子守サベ〉予ベト？？ベF寺戸ドテマー子「子由子守子令子守子守す十干

人の動き

（生産局 、ド成13年 8JJ2711付）

合持 JE主 派遣職員〔タイ悶コンケン iiiタイ

（科学技術政策担当）付参事官

（科学技術総務 ・広報・国際担吋）

付〕）

国農業協1111組合省、音産振興局へ〕 伊佐 寛衛生課家畜衛生専門口：

（苔産技術課付）

（生産局平成13年8FJ31円付）

能登俊仁畜産技術課刊、退職〔山梨県民政

部畜産課課長補佐〕

（農林漁業金融公庫融資第一部調

査役）

（生産局平成13年9月1H付）

小林英」~.！－ 畜産企阿課課長補佐〔企幽班拘当〕

（畜産企両課課長補佐〔金融 ・税

制班担当〕）

頼回 勝凡畜産企副課課長補佐〔金融・税制

班抱当〕

（内閣府参事官補佐〔政策統括官
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（大臣官房企岡評価課企画官兼内

閣府大凶官房タウンミーテイング

折、当主主査）

石岡 知洋衛生説家畜衛生専川官民産振興課

付、免大臣官房企阿評価課〔大臣

官房技術総括審議官付〕併任

（総務課農業計幽lil：生産言｜阿係長

兼大！日宵房企岡評価諜〔大臣官房

技術総括審議官什〕）

林 政彦 f竹下E技術課H
（山梨県農政部畜産諜課長補佐）

林 政益衛小説H
（衛生課家畜衛生専門官）

葉凹 純農林水産技術会議事務局研究開発

諜課長補佐〔環境班担当〕

（畜産企阿課課長補佐〔企画班担

、＇I〕）

f.i ifil技術 2001年10JI号
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学会・研究会・シンポジウム等のお知うせ

滞39回肉用牛研究会熊本大会

！日時 ：平成13年10月 3円（水）～ 4日（木）

会場：熊本市国際交流会館

現地視察（熊本県農業研究センター

畜産研究所 ・上田尻牧野組合・九州、｜

東海大）

連絡先：熊本県農業研究センター畜産研究所

松本道夫

TEL:096-248-6433 F AX:096-248-6436 

。日本家禽学会シンポジウム（特種卵について）

ならびに2001年度秋季大会

日時：平成13年10月 4Fl （水）～ 5円（金）

会場：高知会館（高知市本町）

連絡先：畜産草地研究所内

日本家禽学会事務局

TEL&F AX:0298-38-8777 

0第132回日本獣医学会学術集会

日時 ：平成13年10月 6日（上）～10月8日（月）

会場：岩手大学

連絡先：三宅陽一

（岩手大学農学部臨床繁殖学教室）

TEL:Ol9-629-1130 FAX:019-629-1131 

E-mail : vmsl32@iwate-u.ac.jp 

ホームページ ：http://square.umin.

ac.jp/jsvsl32/ 

OBRAINテクノフォーラム：ヒトゲノム研究

の新展開と今後の家畜ゲノム研究戦略

日時：平成13年10月 9日（火） 13 : 00～17: 00 

会場：虎ノ門パストラル新館 1階鳳風

の聞東（港区虎ノ門）

連絡先：生物系特定産業技術研究推進機構、

企画第 1課（西元、稲田、中里）

TEL:03-3459-6565 F AX:03-3459-6566 

E-mail : kikaku@tokyo.brain.go.jp 

。クローン家畜生産に関する国際ワークショップ

日時 ：平成13年10月15日（月）～18日（木）

会場 ：文部科学省研究交流センター

（つくば市竹園）

参加費： 5,000円 （学生 ：2,000円）

共催：独立行政法人農業技術研究機構（畜産

草地研究所）独立行政法人農業生物

資源研究所（動物生命科学研究所）、

....  』

（社）畜産技術協会

後 援：（財）つくば科学万博記念財同

連絡先：畜産草地研究所家畜育種繁殖部

塩谷康生

TEL & F AX:0298-38-8630・8635

E-mail : ssshioya@affrc.go.j p又は

taku@affrc.go.jp 

ホームページ： http://www.nias. 

affrc.go.jp/ symp/ cloning/ 

0日；柄面羊研究会第46回大会

日時：平成13年10月18円（木）～19円（金）

会場：北海道立畜産試験場講堂

（北海道上川郡新得町）

連絡先：日本緬羊協会内 羽鳥

TEL : 03-3831-3195 FAX:03-3831 3197 

0第76回日本養豚学会

日時：平成13年10月18日（木）～19日（金）

会場：ホテルウエルビューかごしま（鹿児

島市）

連絡先：日本養豚学会事務局

TEL:046-270-6584 F AX:046-270-6595 

0日本豚病研究会第60回研究集会

日 H寺：平成13年10月19日（金） 13 : 00～ 

17: 00 

会場：つくば農林ホール（つくば市観音台・

農林水産技術会議筑波事務所内）

連絡先：独立行政法人 農業技術研究機構

動物衛生研究所内

日本豚病研究会総務幹事

今回由美子

TEL&F AX:0298-38-77 45 

0畜産草地研究所開所記念シンポジウム：新技

術開発への期待一豊かな社会をめざして一

日時：平成13年10月24日（水）

午後 1時30分～ 3時30分

会場：畜産草地研究所

（那須郡西那須野町）

連絡先：畜産草地研究所研究交流調整官

TEL:0287-37-7003 

0新家畜資源（実験動物）シンポジウム

日時 ：平成13年10月25日（木） 1 : 00～3: 00 

会場：お茶の水スクエア 2号会議室
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（千代川民事11LI I駿河台）

連絡先：（社）市産技術協会

研究開発第 1店IS 御代山

TEL:03-3836-230 l FA X:03-3836-2302 

E-mail : jlta0 oregano.ocn.ne.jp 

0関東畜産学会平成13年度大会

日時：平成13年lOH30 f I （火）～311l （水）
会場：埼_k会館小ホール（浦和市尚砂）

連絡先：明治大学農学部民学科

動物＇I：産学研究宅

繊細雄う（こうけっゅうぞう）

TEL&F AX:044-934-7156 

E-mail : koket0010isc.meiji.ac.jp 

O山羊の人工授精師講習会

u ttr：、ド成13｛ドlOJJ2911 （月）～11JJ1611（全）

会場： i京市改良センター長野牧場

その他：受講料は無料です

1>: ，必ずl会の修 f試験に｛＇；－絡すると、 1!11~ とめん下

の人じ授桁師免許が取得できます。

受J梓を希望される}jには、後IJ受議ljl;ii'i也知をお

送りしますので、連絡先をお知らせドさい

連絡先：；家市改良センター長野牧場 業務課

（担吋：名合、小合）

TEL:0267-67-2501 FAX:0267-68-4743 

E-mail : naganost(gcoral.ocn.ne.jp 

0日本動物遺伝育種学会第 2回大会

日時：干成13年llJJ5 H（月）～ 6l I（火）
会場：束点大学農学部弥生講堂 a条ホール

連絡先：点候英昭京五（大学大学院

農学生命科学研究科

TEL:03-5841-5194 F AX:03-5841-8191 

E-mail ・ atojo<ir,mail.ecc.u-tokyo.ac.jp 

OB  RAIN国際テクノフォーラム：国際重要

感染症研究の最前線

日時：干成13年11月i2n c JJ) i : 30～5: 20 

会場：東京同際フォーラム ホールD
（千代Illk丸の内）

連絡先：生物系特定産業技術研究推進機構

企岡第 1課凶；l: ;,_. 

TEL:03-3459-6565 F AX:03-3459-6565 

0家畜衛生フォーラム2001 「動物とヒトに

かかわる疾病一牛海綿状脳症を考える－J
LI 時：千成13年11月16IJ （金） 1 :oo～4:40 

会場：国立オリンピック記念行少年総合
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センター・センター械 1階102号室

(i長谷lベ代々木神［.;ti町）
述絡先：家畜衛生研究会事務M；鎌田・柿市

I i本獣医市伴大学！？え医衛生学教宅内

TEL:0422-314151 j.l-J-2571256) 

F AX:0422-30-7502 

1世界的権威が語るリスクアセスメントの実

際と今後一MonteCarlo Simulationを用い

た微生物学的リスクアセスメント

日 時：王子成13年11JJ1711 < u i:oo～3:00 

会 場：［1＜］立感染杭研究所共用第 l会議室

（新宿区Ji I I I) 

述絡先：動物衛生研究所 予防疫学研究室内

1：決医疫学会事務M
TEL:0298-38-7769 (7770) F，主X:0298-38-7901

E-mail : kameos(gaffrc.go.jpまたは

iyamane@affrc.go.jp 

0新家畜資源（養鹿）シンポジウム

日 時：、ド成13年11月1911（月)1:00～5: （川

会場： JAピル（千代ml豆大手町）

述絡先：（社）市産技術協会

研究開発第 l部御代田

TEL:03-3836-2301 FAX:03-3836-2302 

E-mail : jlta@oregano.ocn.ne.jp 

0新家畜資源（ダチョウ）シンポジウム

fl 時：千成13年12月 6LI （本）1 : 00～5: ()() 

会場：麹町会館エメラルドの間

（千代[ll［.＞（、｜ξ河町）

連絡先：（社）市店長岐術協会み t

研究開発第 1部御代rll
TEL:03-3836-2301 FAX:03-3836-2302 

E-mail : jlta@oregano.ocn.ne.jp 

0第133回日本獣医学会学術集会

fl 時：干成14年3月281::1（本）～3JJ30日（上）

会場：専修大学（生ru校？？）

連絡先：大イ｛ 巌

11本獣医市長大学i：伏限生理化学教窒

TEL:0422-31-4151 （内276)

0在来家畜研究会セミナー総会

rl 時：千成14年 3月29LI （金）

会場：［］本獣医畜産大学

述絡先：鹿児島大学農学部

前田芳賀

TEL&F AX:099-285-8588 
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畜産草地研究所関所記念シンポジウム

新技術開発への期待一豊かな社会をめざして一

独、工行政法人民業技術研究機構 fri産f立地研究所は、 111f.r，来式験場とIll平地試験場が統介
し、み；＂I'-4 J J 1 I lに発足しました
技が｜ 正｜の近代帝政は明治の文 flj j 開化とともに外米市政の導入に始まり、 H百平11 36{1'- の ／~UY~

Ji~本法施行を LI 火として JI日記的にJ仏大し、経常規模は市姥先進｜正｜の氷準に達し、市産物は
同民の食生活に欠くことのll'i－＊ない存イ1：となっています しかし、制午、｜の大部分を海外に
依存して発反した畜店主は、家市ふんJぷの適正処理 ・利用、同 l：保全機能の促進や資源のイi
効利川による削料n給不の1f1J［・.が求められています さらに、食に対する国民の安全 ・安
心指｜｛リが白まり、健全で、1.":i品質な11<1pf,:音必物の生産拡大が竜安説題となっています
新しい音声主平地研究所は、このような裁が同省産業が吋而する課題に技術開発耐から解

決策を提示し、また、新たな科学的支11凡に基づく革新的な技術の開発により、将米のJえが
l•I帝政業の飛躍的発M に＇GI: I］ーすることを日的に設立されました
この記念すべき新研究所のスタートにあたり 、消費将、生席将、市l東関係者が・f,'（に会

し、 21ll t紀の~~~かな社会をめざして、技が｜正｜の畜産を健全に発反させるため、生産から ii'i
1＇（に七るまでの述携強化の}jikや技術開発課題をゆjらかにすることを II的に、月シンポジウ
ムを｜；削li~することとしました

日時：平成13年10月24日（水） 午後 1時30分～ 3時30分

場所：畜産草地研究所（那須） 栃木県那須郡西那須野町千本松768

基調講演

「21世紀畜産業は花形産業－畜産草地技術の開発に期待する一」

今村奈良臣 （食料・農業・農村政策審議会会長、日本女子大学教授）

講演

「消費者からの期待」

日和佐信子 （全国消費者団体連絡会事務局長）

「生産者からの期待」

大山 裕 （日本酪農青年研究連盟委員長）

パネルデ、イスカッション
パネリスト：増井和夫 （ジャーナリスト）

青沼 明徳 （全国酪農業協同組合連合会専務理事）
森地 敏樹 （アリアケジ、ャパン側技術顧問、元畜産試験場長）

他、若干名

司会：畜産草地研究所副所長 高田富治

（参加は無料です。 どなたでも参加できます）

問合せ先：畜産草地研究所研究交流調整官
TEL: 0287・37・7003

主催 ：独立行政法人農業技術研究機構畜産草地研究所

共催 ：社団法人畜産技術協会，社団法人日本草地畜産種子協会
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(TOYOBO) －~萄核酸抽出シス

Mα~gEχtractor 
迅速・コンパクトにして低コスト！！
Mα＇.gExtractorでは、核酸がシリカ表面に吸着しやすいことを利用して抽出・精製を行＼.，＼ます。
磁性体が封入されたシリカ粒子（磁性シリカ粒子）を使用していますので、永久磁石を用い
て核酸を簡単に分離回収することができます。

｜ 自動核酸抽出装置MFX・2000 I 

磁性粒子を利用した自動核酸抽出装置です；B/F分離をチッフー内で行うことに

より、シンプルでフレキシブルなシステムでの核酸抽出が吋能になりました

全自動分注機をベースにした核酸抽出装

置です。遠心分離機や真空ポンプを内蔵

した装置に比べて非常にコンパクトで、

メンテナンスカ容易です。

シングルノズル方式で、1検体を約10分で

処理できます。1台で3種の核酸

(Genomic DNA. Total RNA. Plasmid 

DNA）を調製できます。

桝形寸法： WfiXJx目別xH側 （mm))

・・•I；；~菰操協R串毘罰百四l::t！«：証・I・I・Eヨ~＝匝磨彊軍司~~
高性能磁性シリカ粒子を利用した専用キットです。

溶出は滅菌水、TE緩衝液に対して行いますので、

そのまま制限醇素処理や同R、DNASE珂晴℃ing
などに利用できます。UVスベクトルによる定量も

可能です。

G豆霊§）東洋紡績株式会社
生化学事集部（大阪｝ 大阪市北区堂島浜二丁目2番8号 干530-0004

生化学事績部（東京） 東京都中央区日本橋小網町l7番9号 〒103-0016

MagExtractor -RNA-

MagExtractor -Plasmid-

i i Uvfll~ i 岩井化学薬昂株式会祖
本社 干103-0023東京都中央区日本喝本町32 10 TEL. on279 6363（代

つ〈ぱ TEL.0298 47 0321 多摩 TEL.0425-72-5421 
三島 TEL.0559 76 3081 繊 浜 TEし045974-4581 
お問い合わせ資料碕求は学術企画 TEし凶 32552781 （直通）王エ－圃


